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兵庫県のクワガタムシ
(兵庫県甲虫相資料･105)

吉
向 橋寿郎

’兵庫県産のクワガタムシに就いては1度まとめて発

表したことがある(1965)がその後この仲間の検討もお

こなわれ、県下産のものも学名の変るもの、新に分布

力確認出来た種並びに全般的に産出状況が割合詳しく

わかったりしたので現時点での県下産のこの類を再度

まとめてみた。

現在の日本産クワガタムシ科は4亜科、 14属、 35種

いることが知られていてその内本州産は4亜科、 11属、

17種である。兵庫県には3亜科、 10属、 14種（他に1

種分布の疑わしいものあり）が記録され、ほぼ本州産

の全部を産していることになる。

始めに大上宇一氏の播磨産甲虫類（1907）の中に

Ceruchus lingnariusLewis,1883ツヤハダクワガタの

記録があることに就いてふれておきたい。産地とか採

集データのないのが残念であるが同定については松村

博士の日本千虫図解によるとあるから同書第3巻,Pl.

45,f､4によってであると本種ではなくFigulusbinodulus

Waterhouseチビクワガタではないかと考えられる。

この種に就いては県下からこれ以外の記録がないので

県下に確実に分布しているかどうかわからない。本報

文では一応この種は省いてある。

兵庫県産クワガタムシ類の研究史
1875.E､v･Harold・VerzeichnissdervonHerrnT

Lenzin Japangesammelten

Coleopteren.

Abhandl.Nat，Ver・ Bremen,

Ⅳ：283-296．

兵庫県のクワガタムシの研究は商人として1874～1鋸0

年神戸に在留したLenz,Tuison氏が同地で主として甲

虫を採集して、それを基としてHarold氏が2篇の論文

を発表した中に出てくるこの論文が始めてのものであ

｜ る。ただ論文中に明確に各種の産地を記してないが在

'三毒鯛三鱒毒臓慰萱亨鯆畷
｜ この論文で8新種が記載されている。クワガタムシ

もl新種Psalidorenus innexusが記載されている。こ

の種はProsopocalius inclinatusノコギリクワガ夕の

-

ことである。 1つ前にRinclinatusを記録しているのに

この種の大臘の変化が大きいことからこの様に別種に

扱われたのであろう｡他にEurytrachelus platymelusl
Saund.=Serrgnathusplatymeluspilifer,ヒラタクワガ

タ,Dorcushopei,オオクワガタが記録されている。

1876,E､v・Harold・BerichiibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

AbhandlNat・Ver・Bremen,

V:115-135.

前記論文の第2報である。今回ははっきりと表題に

Hiogoからの甲虫となっているから今の神戸地方産の

ものである。クワガタムシ科は僅かに1種クワガタム

シMacrodorusrectusが記録されているだけである。

(P.122)

1879,Heyden,L. DieColeopterologische

AusbeutederProf･DrRein.

inJapan.1874～1875.

Deut.Ent・Zeit.XXIII,

Heft.n:321-365.

Dr.Reinは明治8,9年の2年間東京ドイツ大使館

の顧問として日本に滞在。その間漆器や陶磁器、製紙

等に就いて調査する一方、前後6回にわたり日本の本

州、四国、九州を丹念に歩いて昆虫各目を採集した。

その内の甲虫類のみを研究まとめたものがこの論文で

ある。神戸ではその内2回採集をしていて甲虫類全体

の記録152種の内66種の多くを記録している｡時期的に

も大変よい時に出会ったのであろうと思われる。

クワガタムシは次の2種の記録があるのみである。

P､338.43,EurytrachelusplatymelusSaunders=Se-

rrognathusplatymelusVollenhoven,ヒラタクワガタ、

33＄、 2早早, vonHiogo.Die329-36mill.旱26-28

mill.

44,Macrodorcasrectus,コクワガタ,493,6早旱，

vonHiogo.

1902,大上宇一。播磨産甲虫類報告(2)．動物学雑
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ﾜガﾀではなかったように思われる｡それとﾂﾔハダ
クワガタの記録がある。この種は現在兵庫県下での確
実な記録はこの報文以外全く無い種である｡データも
解説もないのでよくわからない｡始めにのべたようIと
チビクワガタの恐れが多分にあるが何んとも云えない

兵庫県産クワガタムシの内での疑問種である。

1933．関公一，御影町附近産の甲虫目録（其の一『↓
昆虫界， 1 （3） ：251-253．

大上氏の播磨産甲虫目録以後久方振りに発表された

県下産甲虫目録であり、 しかも神戸市御影町と東神戸
を中心に摩耶山、六甲山をふくめた甲虫目録で（1934

年にわたり4報告にまとめられている)､詳しい産と力↓
採集データが無いのがものたりないが新しく記録さオリ
る種も多くあり、比較的同定し易いものが多いので

：定上の間違いは余りないように思われる （但し実際

採集標本に基く記録かどうか疑わしいものも若干ある|肥
クワガタムシ科はこの報文に5種記録されている。全｜
くヂｰﾀは無い｡ヒメクワガタは恐らくコクワガタの｜

諺鰯f思われる｡従って柵云う“
1934．関公一，大阪．神戸附近産の鍬形虫．昆虫｜
世界， 38(437） ：17-19．

阪神地方に産するクワガタムシ11種の記録をされて｜
いる｡神戸産と明記されているのはコクワガタ， スジ｜
クワガタ､チビクワガタの3種だけである (但し詳し’
いデータは無い)。

誌、 14(169） ：409-414.

大上宇一氏が揖保郡を中心とした播磨地域の甲虫相

を発表されたのは1901年のことであり、それ以後1907

年頃末までこのあたりの甲虫相の発表を続けられた。

この一連の報文が兵庫県下の邦人による甲虫に関する

始めてのものであり大変貴重である。但し当時の知見

ではほとんど文献が無かった時代で、その種の同定に

は非常に苦労されたであろうし、学名などもほとんど

記入されていなく和名も著者が名付けたものもあり、

またその判断に困るようなものもあったりしてこの報

文で現在の知見の種を決定することは困難である（勿

論標本も現存しないであろうし)｡従ってその意味では

この報文の利用価値は余りないのであるが何にせ始め

ての一連の報文だけに忘れることは出来ないものであ

る。

この報文でクワガタムシ科は296,ヒメクワガタ｡297,

アカアシクワガタ。298，クワガタムシ｡299, オホクワ

ガタ。 300,メンガタヒメクワガタ（番号は氏の1901年

からの一連の報文で記録された播磨産甲虫の通し番

号)｡学名の入っているのは300,メンガタヒメクワガタ

だけである。ヒメクワガタとクワガタムシは混同され

ていたようで真のヒメオオクワガ夕でなくクワガタム

シの小形のものであろうと思われるがこれだけでは判

断し難い。オホクワガタもこの地域にいたのかどうか

それ以後このあたりの記録を知らないだけにやや疑問

力喰る。メンガタヒメクワガタは学名並びに解説から

してスジクワガタの大型の＄ではないかと考えられる。

1907.大上宇一、播磨産甲虫類．昆虫世界,11(115）

：110-112．

大上氏が1901年から1903年迄に主として動物学雑誌

上に発表された播磨地方（揖保郡を中心とした）の甲

虫相は充分の文献が無かったことから再び1906,1907年

にわたってまとめて発表された一連の論文の一つであ

る。甲虫は全部で299種記録されLewis氏の日本甲虫目

録の番号も入っていて前回のものからすれば飛躍的に

充実した内容になっている。ただ現在の知見では相当

の訂正は必要であろう。クワガタムシ科は表記報文に

発表されている。

82．クワガタムシ， 83.ノコギリクワガ夕， 84． ヒラ

タクワガタ， 85． ヒメクワガタ， 86．スジクワガタ，

87． ツヤハダクワガタ， 88． ミヤマクワガタの7種が

記録されていて全部学名が入っているが現在の取扱で

は若干変る。和名だけで一応わかるがヒメクワガタは

恐らくコクワガタと混同していたと考えられ学名もM-

acrodorusmontivagusとなっているが真のヒメオオク

1934.関公一，大阪･神戸附近産の鍬形虫追記●
昆虫世界, 38(440) :131-132.

前報文の修正であり前回のヒメクワガタはコクワガ
タのことであるとされている｡ﾁビｸﾜガﾀはネブト

クワガタのことであると記してあるがチビクワガタは

御影あたりでは多くいるようである （芳賀,1975)．

今迄の報文以後所謂る甲虫目録形式のものにクワガ

毫鰯麓島灘皇臺蛎懸鰯懸｜
れなかった。そこで筆者は浅学をも省みず兵庫県産の｜

ｸﾜガﾀﾑｼのまとめ的なものを発表したのが次の報｜
文である。

Ⅲ高橋寿郎兵庫県のｸﾜ〃ﾑｼ兵庫生物' ’5(1) :38-46.

本報文において兵庫県産'3種のクワガタムシのその
時点での分布を中心に出来るだけ詳しく報告した。 1
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1969.Kurosawa,Y・ARevisionoftheGenus

PlatycerusGeoffroyinJapan(Coleoptera,Lucanid-

ae).Bull.Nat.Sci.Mu. 12(3):475～484,pl.1．
PC

従来ルリクワガタ1種がPlatycerus属より日本産で

は知られていたがもう1種（コルリクワガタ）に別け

ることの出来る種が存在していることがわかり、ここ

に新種として記載されると共に兵庫県下にも産するこ

とが報告されている。

ら県下には産しない。種名は“2つの隆起をもつ”の

意、前頭に2つの隆起がある◎

本州の分布は広く日本（本州､四国､九州､伊豆諸島)、

支那､台湾、トンキンが知られている。

県下でも割合いるようであるが山地帯での記録が今

の所ほとんど知られていない。サクラやクヌギ等の皮

下や洞穴に見出される。明石公園のような巨木のある

所には割合いるようで神戸の藍那も比較的多い。

産地：洲本市三熊山〔久松、 1973、登日、 1974〕､川

西市山下、笹部〔岡田、 1974〕 、笹部、見野､大和〔仲

田、 1978〕・宝塚市〔中野、 1955〕､神戸市裏山〔関、 19

34〕､御影町〔芳賀、 1975〕､藍那(3exs.,14-W-1978)、

押部谷木見(lex,､23-W-1980).明石市明石公園(1ex.,

15-W-1975, 1ex.,9-W-1978, 1ex.,15-I-1978),氷上

郡柏原町(1ex.,10-W-1949, 2exs.,2-m-1951,5exs.,

14-m-1956,'mTakahashi leg.),春日井黒井(1ex.,3-W

-1950,'ETakahashi leg.),豊岡市内〔高橋, 1975]・

クワガタムシ亜科 SubfamilyLucaninae

3．PlatycerusacuticollisY・Kurosawa,1969

コルリクワガタ

以上兵庫県産のクワガタムシ14種に就いての研究の

経緯でありこれら以後では個々の種の生態に就いての

報告とか部分的地域での記録などは割合あるが（拙著

"兵庫県産甲虫類に関する文献目録，改定版， 1981"を

見て預きたい)､全般的な研究報告は発表されていない。

驚義識窪薫鰯琴""〃
本種はLewis氏により宮の下（箱根)､中禅寺(日光)、

Oyayama(熊本の近く）産でもって記載された(Trans.

Ent.Soc.Lond. ,P.340,pl.14,f.5,1883).

全国的に見てそれ程個体数の多い種ではない。山地

'の倒木等の朽ちた樹皮下に見出される種でその形態に｜

就いては神谷氏が詳述され（昆虫、 4巻、 4号､P.227

～279,pl.m, 1930)､後西島氏もその生態を詳しく報
告されている （日本の甲虫、 3巻、 1号、P､11-16,pl.

11, 1939)｡種名は勿論‘‘アジアに産する”と云う意味

である。分布は日本特産で北海道、本州、四国、九州、

御蔵島、対馬が知られている。

県下では氷の山と扇の山しか産地が知られていなく、

分布のよくわからない種である。

産地：養父郡氷の山喚谷,1960〕撲方郡扇の山〔辻、

1963.,辻,岸田,1972].

従来ルリクワガタと称されていた種類には明瞭に区

別出来る2種類が含まれているとして1969年黒沢博士

によって新に命名された種が本種に当る (Bull.Nat.

Sci.Mus・vol.12,No.3:478-482,pl.1,fig･1).Paraty-

pesの中には氷の山､扇の山産の各19がふくまれてい

る。ルリクワガタとコルリクワガタは各地で混棲して

いるようで兵庫県下に於いても氷の山、扇の山で混棲

しているが音水ではコルリクワガタの記録は無く、ル

リクワガタのみを産する。産地は今迄の所県下で3ヶ

所しか知られていないが、 まだ他に産地はあると考え

られる。

産地：養父郡氷の山[Y.Kurosawa,1969].美方郡扇

の山[Y.Kurosawa,1969.,辻,1972.,辻,岸田,1972]

4．PlatycerusdelicatulusLewis,1883ルリクワガタ

本種はLewis氏によりOyayama,Odaigahara,Chiuz-

enjiにて6月、そしてOntakeにて8月に得られた259

3， 2O早早の標本で命名記載された(Trans.Ent.Soc.

London,P.338,t.14,fig.33,1883).この標本の中には

前種P・acuticollisがふくまれていて大英博物館に保管

されている標本を森本博士によって確められた燭毒力群

しく説明されている(黒沢､甲虫ニュース､恥7:3,1969)。

チビクワガタ亜科SubfamilyFigulinae

2．FigulusbinodulusWaterhouse,1873チビクワガタ

(Fig. 1 ，12).

， 本種はWaterhouse氏がS.Japan(G.Lewis氏の採集
品） として詳しい産地を明示せず記載された種である

(Ent.Monthl.Mag.m,p､277,1873).その後Lewis氏は

本種20頭を1881年5月Konos(九州)に於ける森林中の

古い丸太より得たと記録された(Trans.Ent.Soc.Lo-

nd,P.339,1883).

生態に就いての報告は見当らない。本属の日本産は

他にF・boninensisオガザワラチビクワガタとF・punct-

atusマメクワガタを産するがマメクワガタは残念なが

＊産地で〔 〕の中のものは記録からの引用, （ ）の

中のものは筆者採集、標本所有のもの。

I
－3－
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また本種の生活史に就いては下山健作氏の報文があ

る（昆虫学評論、 6巻、 2号：10-12、 pl.3,1952).市

川敏之氏は8月30日にルリクワガタ早の蝿を得たと、

さらに秋期朽木採集で若令幼虫（同年の6月頃に産卵

された卵から孵化したもの） と終令幼虫さらには成虫

が得られたことから成虫になるまで2～3年を要する

と考えられる興味深い記録をされている （月刊むし、

NO122,1981).

分布は日本特産種で北海道、本州、四国、九州であ

る。本種の県下に於ける産地は今の所3ヶ所だけであ

る。かなり見つけるのが困難なためと思われるが県下

でも他の産地があるものと考えている。

産地：宍粟郡音水[Y.Kurosawa,1969].養父郡氷

の山[T.0kutani,1955,高橋,1975].美方郡扇の山[Y.

Kurosawa,1969.,辻,岸田,1972]. (1982年になって本

州の中央部近く山梨､神奈川､静岡県からPlatyceruska-

wadaiFujitaetlchikawa,ホソツヤルリクワガタなる

新種が発表された。Elytra,vol､10,NO.1,pp､1-8,1982;

更に長崎県の島原半島からルリクワガタの1新亜種R

delicatulusunzendakensisFujitaet lchikawa力看己載さ

れた。 ’.c､,pp､9-10,1982,並びに“月刊むし"NQ137,

138,139-1982)。

5.Lucanus(s.str.)maculifemOratusMotschulsky,1861
(Fig.2,13) ミヤマクワガタ

本種は始めMotschulsky氏により印度原産のL.cant-

oriとして日本から記録された(Etud.Ent.,P.16,1860)

そしてその翌年Motschulsky氏はL.maculifemoratus

なる新種記載を日本からした(Etud.Ent.,p.9,1961)。
さらに1866年Motschulshy氏はこの両種共日本に産す

ると報告している(Bull.Soc.Nat.Mosc.p､39).

Lewis氏は1883年次のごとくこの両者に就いて論じ

ている。即ち"Motschulsky氏は1860年Goschkewitch

夫人がcantoriを日本にて採集した事を報じたが、 1861

年同一材料をもってcantoriには一言も触れずにmacu-

lifemoratusなる新種を発表した。アッサムが原産なる

cantoriは証拠不充分なる為、 日本のfaunaより除した”

と (Trans・Ent.Soc.Lond.,p.333).即ちMotschulsky

氏のmaculifemoratusとcantoriは同一種であり日本に産

するものはmaculifemorotusとして取扱はなければな

らないことになる。

この両者の日本から記載に用いられた標本を実際に

モスコー大学動物学博物館で検された中根博士はma-

culifemoratusのタイプは中形の＄で大臘の基部歯は薄

いが中央歯（第3歯）より僅かに長い。Cantoriのラベ

ルのあるものは同一種の小さい＄であると発表してお

られる (Bull.Nam.Sci.Mls.Tokyo,15(3) :421,1972)

Motschulsky氏の命名した1961年にSnellenvanVo-

llenhoven氏がL.sericansなる種を日本から記載してLP

る(TijdschI:VEnt.N,p.703).この記載種もmaculifr
emoramsと同一種であり、このことはVollenhoven氏自

身もそのように認めているようであるが(Tijdschr.v4

Ent.W,p.147,1865),このタイプ標本はオランダのL〒
eiden自然史博物館に保管されていて中根博士はそれを，

検し写真に撮影示されたがやはりミヤマクワガタの小

型の＄であることがはっきりした（北九州の昆虫、 26

巻､'1号,p.1,pl.1,1979)(この標本はシーボルトの採集
｜集品である)。

Parry氏が1862年に産地を東印度産でL・hopeiなる種

を記載した(Proc.Ent.Soc.Lond.,P､108,3).そして’

1864年に同じ材料によって産地東印度及マレー諸島を｜

掲げた(Trans・Ent.Soc・Lond.,p.9,t.4,f.2,1864),図

はミヤマクワガタと同じものである。

Parry氏はその報告の中でHopeiはsericans(DeHa-

nnM.S､)Voll.と同種(？）にしてMiszechと彼の採集

品にしてライデン博物館に早＄あり、産地はジャワで

S・vanVollenhoven氏によりsericans(1861)と書かれた｜

のは誤りで後者は多分L.maculifemoratusのﾉj形変種で｜
あろうとしている｡三輪博士はジｬﾜとジｬパﾝを当

時の状況から混同していたのではないかと云われたが

当然それは考えられることである （台湾博物館会々調

21巻、P､319,1931)．

その後Parry氏はhopei,sericansともmaculifemor-|
amsのシノニムであると報告している (Trans・Ent.S |

oc・Lond.,p.53,1870).Heyden氏は本種をｱﾑｰﾙよ
り報告し､北支那及日本に産すと付記し、同時にsef_|
icans,hopei共に同種なりと報告している (Deutsh.E-

nt.Zeitschr.,p､276,1884).Planet氏は1898年maculife

moratusの変種としてelegansをLeach氏が函館で採集

した1頭(1898)とNing-Poo(支那寧波？）で採集した

多いようである。尤もこれは所有標本によっての比較
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で従来記録されているものがどちらの型に属するかは

確めようがないのでその点では不充分であるが、大臘

の型での区別はそれ程はっきりとその分布がわけられ

ないので特に別けて取扱う必要は無いように思われる

(大阪地方に産するほとんどのものがf.nakaneiである。

日浦、 1978)｡従って産地に就いては型に関係なく記録

しておく。

兵庫県では普通種である。神戸市内あたりではノコ

ギリクワガタ、 コクワガタの方が多く本種はそれ等に

比して少い。本種の種名は“班紋のある腿節をもった”

と云う意味で腿節に横長の黄褐色紋を有する特徴を表

坤している。
|産地:洲本市先山〔堀田、 1973, 1976〕･川辺郡猪名

III町上阿古谷､木間生〔仲田､ 1978)､三草山(2鮒、

墨撫，睾菫I!l""@丁亨謹辮噛難i9
58、Tsukaguchileg,13， 16－Ⅵ-1959)◎宝塚市武田尾

(1旱、 25-W-1954)｡神戸市御影〔関､1933]､六甲山

(13， 15-W-1956)､摩耶山(1旱､21-W-1955)､布引

(13,20-Ⅵ-1952)､烏原(13，Ⅶ-1937,283,Ⅶ

~1939, 1＄､ 29-Ⅶ－1957， 13， 1早､ 22-Ⅶ-1969)、
山の街（2＄＄､4－Ⅶ-1954,433,1早､19-Ⅶ-1959)、

汰池(19,3-m-1940)､藍那(233，5-W-1959，

|13， 1早、 17-W-1978, l$、 l早､19-W-1978, 1$,

30-Ⅷ-1979)｡加西市畑(18,23-W-1974,1早､27-W-

1974)｡多可郡市原（13,24-Ⅸ-1972)｡神崎郡大河内町

川上(18,15-Ⅶ-1977)｡佐用郡上月|(13,27-Ⅵ-1960)。
宍粟郡音水(13， 1旱､20-W-1969)｡氷上郡〔山本、
1958〕･出石郡出石町有子山､三木〔高橋､1963〕､桐野

〔高橋、 1975〕・豊岡市福田〔高橋、 1975〕、養父郡氷ノ

山（393,1旱､27-Ⅶ-1956)｡美方郡扇ノ山〔辻､1963、

辻､岸田､1972]。

eusはMedvedev,S.I.の記載がある (FaunaSSSRj47

：44-45,1952)(この種はシベリアから北朝鮮に分布す

る)。

兵庫県下での記録は氷の山、扇の山のみであり、北

部の山地帯にのみしか分布していないようである。

産地：養父郡氷ノ山〔高橋、 1959〕･美方郡扇ノ山

〔辻、 1963. ,辻、岸田、 1972〕。

7.Prosopocoilus inclinatus (Motschulsky, 1857)

(Fig.3, 13) ノコギリクワガ夕

本種はMotschulsky氏によって下田産の標本でLu-

canus(Hexarthrius?)属で記載されたものである(Etud.

Ent. ,XL.,P､29,f､11,1857).このタイプ標本は中根猛

彦博士が1971年モスコー大学動物学博物館で検されて

いる。タイプ標本は＠であるが体の前部が無かったと

記しておられる （1972)。

Mtschulsky氏は1862,1865年にPsalidognathus属の

種として取扱っている(I°C.,P.55,1862,I.C. ,P.13,

1866)． 現在属名はHope及びWestwood氏がLucanus

cavifOrnsHopeetWestwood,1845をタイプとして創

設されたProsopocoilus属(Cat.Lucan.Coleop.,P､4,1845)

の種として扱われている。

本種は大臘の変化が割合あるので学名に就いても色

色混乱があったのではと思ったが意外と問題はないよ

うである。

Harold氏がVar.innexusとして記録したもの(Abh.

Naturw・VerBremen,IV,P.288,1875),Thomson氏が

Cladognathusmandibularisとしたもの(Ann・Soc.Ent.

Fr.n(4) :417,1862).更にLewis氏がCladognathus属

のものとして取扱ったもの(Trans.Ent.Soc.London,.

P.33,1883)いずれも本種のことである。

本種の幼虫ならびに生活史については断片的ではあ

るが、林（1956)､越智（1968)､西山（1971）の報文が

ある。クヌギ、ニレ、コナラ、ヤナギ等に来る。時に

落葉下にかくれているものもあり、灯火に来ることも

ある。県下には広く分布しているし個体数も多いよう

である。神戸市内あたりではミヤマクワガタより多い

ように思われる。

産地：津名郡志筑〔堀田、 1959, 1973]･洲本市先山

〔久松、 1973、堀田、 1973〕､安乎町〔堀田､1973,1976〕・

川辺郡猪名川町木間生、 日生タウン 〔仲田、 1978〕､三

草山（1早、 5－Ⅶ-1980)｡川西市笹部、見野、大和、

横地〔仲田、 1978〕･神戸市御影〔関、 1933､後藤､1940〕、

摩耶山〔増田、橋本、 1938〕､六甲山（13， 15－Ⅶ-19

56)､烏原(1$， 3-W-1933, 1$､25-W-1936, 19,

Ⅶ-1939、 2早早、Ⅶ-1955,19, 12-Ⅶ-1956, 1$、 6－

6.PrismognathusangularisWaterhouse, 1874
オニクワガタ

｜ 本種はWaterhouse氏によりG.Lewis氏の採集したl

i旱で新種記載された(Ent.MonthlyMag.,m:6,1874)。

黒沢博士によると産地はKawachiとしておられるが（

'1976)､原記載には産地は記してなくJapanとのみである。

北海道には多くいる種である。本州、四国、九州で

はやや山地性のようで、そうたくさんいる種ではなさ

そうである。九州には亜種morimotoiY.Kurosawa,19

75を産する。

本種はブナの朽木の中に生活するようで､その幼虫、

蝿に就いては林氏の報告がある （ニューエントモロジ

スト,9巻､％号､P.32-34,pl.1960)｡同じ属のP・subaen-

I
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また日本産の本属には小笠原諸島､母島にA.ogasaW-

arensisOkajimaetKobayashi,1975がいる。

域奎鰹等鯉鐺震繍雲卿鷲
の開発によって数が少くなっているようである。県下
の北部方面での産は余り知られていない。最近三木市

でも見つかっているし、佐用郡あたりにも産する記録

があるので少いながらも県の中央部から南側には広|く

分布しているように思われる｡ただしどちらにして|も
個体数の減少しつつある種のように思われる。

産地：洲本市先山〔堀田、1959,1973,1976〕･川辺郡

猪名川町上阿古谷､内馬場〔仲田､1978〕､川西市一の,鳥
居(23＄、 1旱、 22-Ⅵ-1952, 18, 12-Ⅵ-1952,
1＄、 17-Ⅵ-1953)〔岡田、 1974〕、笹部(3＄9， 1芋、

21-Ⅶ-1959、Tsukaguchi leg.)、笹部、見野、大和

芋生〔仲田､1978〕、三木市朝日丘〔高橋､1981〕、佐用郡

瑠璃寺〔奥谷〕、多紀郡篠山〔奥谷〕、氷上郡〔山本

騨髻豐石郵距，垂畳『毒木騨､蝋､豊岡市
福岡〔高橋〕、美方郡扇ノ山〔辻、岸田、 1972〕。

9.Macrodorcasrectus(Motschulsky, 1857)
(Figb5,14)． コクワガタ

本種はMotschulsky氏により日本から1857年131こ
よって新種として記載された(Etud・Ent.,6:28)．この

タイプ標本はモスコー大学動物学博物館に保管されて

いて、これを検された中根博士は中型の＄標本である

と記しておられる(1972)。

本種は形状及大小の差異が多様である関係から古手
から幾多の異名が知られている。即ち体色赤味がかる

ものにM・ rugipennisMotschulsky(Etud・Ent.'0:'61,

雪雲蝋篠懸感謝鯛蛎；
であると中根博士は検した結果をのべておられる｡(1972)も

それからSnellenvanVbllenhoven氏がDorcus ni」
ponensisとして記載した種は(TijdschrEnt.N,R113,

t.7,f3, 1861)、三輪博士が「大臘の中歯の上になお11

，
個の小歯の出でたる」としてformaniponensisの扱

された(1933)が実はこれはスジクワガタの大型の＄

あることが山本弘氏によって指適され(新昆虫､ 5巻､ 1
12号､R40, 1952)、スジクワガタのシノニムとして考
えられていたがVbllenhoven氏の記載の図からもさら｜
にそのタイプ標本をオランダのLeiden自然史博物館
で検された中根博士はrectusの小型の$であることを｜

写真で示された(北九州の昆虫、26巻、 1号､R1-2，

pl. 1,1979)。さらに長い間スジクワガタのシノニムと

考えられていたMotschulsky氏が1860年Dorcus bi-

Ⅸ-1964, 13,30-Ⅷ-1967, 1早、 11-W-1971, 33

3, 18-Ⅶ-1971, 13, 25-Ⅶ-1971, 2＄3， 1－Ⅷ－

1971， 18， 1旱、28-Ⅶ-1980)､山の街(18，Ⅶ－

1955， 288，27－Ⅶ-1957)、五社(1早、8－Ⅶ-1959)、

明石市明石公園(1早、 21-Ⅵ-1975, 1＄、 1旱、 15－

Ⅵ-1978, 13,1旱、13-Ⅵ-1979)、宍粟郡音水(13､20

-Ⅶ-1969)、氷上郡〔山本､1958〕､出石郡出石町川原､桐

郎〔高橋､1975〕、豊岡市福田〔高橋､1975〕、養父郡氷の

山(13,25-Ⅶ-1955, 239,27-Ⅶ-1956)､美方郡扇ノ

山〔辻、 1963.,辻、岸田、 1972〕。

8．AeguslaevicollissubnitidusWaterhouse,1873

(Fig.4,14) ネブトクワガタ

Aegus属は1819年MacLeay氏によって創設された

属で、模式種はAeguscheliferMacLeayである。同

属に含まれる種の多くは、東洋区、オーストラリア区

に広く分布し、 1部が旧北区に及んでいる。日本の本

州に分布しているこの種はAegus属の北限種である。

本種はWaterhouse氏によってG・Lewis氏が日本か

らもってきたいくらかの標本によって命名された(産地

の記入は無い。Ent.Monthl・Magb lX,R277,1873)。尚

記載には"formosaeに酷似すれど、点刻がより少く、

大臘は円筒形を呈し、基部の小歯は次第に細まらずして

急に鋭く突出する。雌においてはlaevicollisとはっき

りした区別点は見られない”と記している。三輪勇四郎

博士は支那原産のA・ laevicollisSaunders(1854)の

formaとして取扱われた(台湾博物学会々報､23巻､128

/129号､P.367-368,1933)。現在は亜種として取扱れ

ている。同時に三輪博士はformosaeもlaevicollisの

formaとされているがこちらは現在独立種と取扱れる

と共に八重山諸島にsubsp・ ishigakiensisNomura,

1960を産する。

1976年市川敏之､今西修両氏は沖縄本島、沖永良部

島、 トカラ列島、伊豆諸島から4新亜種を記録された

(Elytra,Vbl､3,MM:9-14)。これらの内トカラ列島、

悪石島から記録されたsubsp・abei及び伊豆､八丈島か

ら記録されたsubsp・ fujitaiは共にこの種のシノニムと

取扱れている。

沖縄本島に産するsubsp.nakaneは独立種として取

扱われ沖永良部島産のsubsp.tamanukiiがnakaneの

亜種となっている。

これらの標本は全く所有していないので良くわから

ないが図説されたものから見るとnakaneは確に可成

り違っていて独立種として考えられる。

本種には奄美大島に分布しているsubsp.taurulus

Didier.1928がいる。
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(Fig.6, 15)． スジクワガタ

本種はMotschulsky氏によりYezo産で新種記載さ

れたものである(Etud.Ent.,10:17, 1861)。 このタイ．

プ標本は中型の＄で上翅に弱い点刻条線を有すると中

根博士はのべておられる(1972)｡ Lewis氏はOya-

yamaandTanegashimaから記録された(Trans・Ent.

Soc.Lond.,P.333,338,1883)。

Motschulsky氏がM・cribellatusとして記載したもの

も(Etud.Ent.10:17,1861)小型の＄で上翅上に深い条

線を有するものである(中根、 1972)。

またWaterhouse氏がHakodateから記載したM・

opacusも本種のことである(Ent.MonthlyMag・Vl:

208, 1870)。三輪博士はEurytrachelus属で扱ってお

られる(1933)。

本種も県下に広く分布しているようであるが個体数

は必ずしも多くない。生活史なども全くわかっていな

い種である。

産地：洲本市先山〔堀田、 1959, 1973, 1976〕、安乎

町〔堀田、 1973〕、川辺郡猪名川町肝川〔仲田、 1978〕、

川西市一の鳥居(19，22-W-1952, 19,17-W-1953)、

見野、笹部、横地､芋生〔仲田､1978〕、神戸市裏山〔関、

1934〕、六甲山(1早、 29-Ⅷ-1951, 19, 10-Ⅶ-1955)、

藍那(13， 19－Ⅷ-1978、 2早早、 30-Ⅷ-1978)、加西

市畑(1早、 27-W-1974)、相生市三濃山(1旱、8-W-

1974)、宍粟郡坂の谷(23＄、 6早早、 22-Ⅶ-1979)、

氷上郡〔山本、 1958〕、出石郡伊東町小谷、出石町カジ

ヤ〔高橋、 1963]、豊岡市神武山、文教府、長谷〔高橋、

1975〕、養父郡氷の山（1旱、 25-m-1955， 18， 27-

Ⅶ-1958)、美方郡扇の山〔辻、 1963.,辻、岸田、1972〕。

nervisとして命名した種(Etud.Ent､9:16)がタイプを

検された中根博士によりrectusの旱であることを確認

発表されている(1972)。松村松年博士が日本千虫図解

(幸本種の小型のものをM.montivagusLewisヒメクワ

ガタ(1906)として掲載されたことからヒメクワガタな

る種が間違って報告された時期があった。真のヒメク

ワガタはNipponodorcus属のものである。尚三輪博士

はrectusをEurytrachelus属で取扱っておられる。

本種は県下では普通に産する種である。全国的にも

普通にいる種なのである力曠念ながら生活史などは全く

わかっていない(若干の飼育報告はある。越智､Natura

$tudy, 14巻、 5号、 1-5P. 1968)。
産地：洲本市先山〔久松、1973、堀田、1973, 1976〕、

安乎町〔堀田､1973〕､川辺郡猪名川町木間生､上阿古谷

I仲田、 1978〕、三草山(1＄、 2早早、 5－Ⅶ-1980)、

'l'l西市一の鳥居(19， 22-W-1952、 2早早､ 17-V-
1953)、見野、笹部、花折橋付近、横地、黒川、山原、

芋生、大和〔仲田、 1978〕、Hiogo[Heyden, 1879]､神戸

裏山〔関、 1943〕、御影〔関、 1933〕、二十渉(1字、 26－

Ⅵ-1955)、烏原（1字、8－Ⅶ-1973, 18, 3-Ⅷ-1974，

'13， 1早、 10-Ⅷ-1974, 1旱、 31-Ⅶ-1977, 1旱、

6-Ⅵ-1980, 1早、 12-Ⅵ-1980, 1旱、 14-Ⅵ-1980,1早、

14-W-1980, 1旱、 5-W-1980, 13, 11-m-1980，

'18， 12－Ⅷ-1980, 1旱、 18-Ⅷ-1980, 13, 26-Ⅷ-

1980, 1早、 5-K-1980, 13, 10-W-1981, 1早、

'11-Ⅵ-1981, 1旱、 16-Ⅵ-1981, 18, 17-Ⅵ-1981)、

|山の街(13， 30-V-1954, 1$、 1旱、 4-W-1954,

m旱、23-Ⅸ-1954, 13,29-Ⅶ-1957, 2＄3，19-W-

'1959)、大池(1早、22-m-1938)、藍那(1$、 3早早、
'19-Ⅵ-1978)､白川(13､22-Ⅱ-1979)､押部谷木見(1字、
20-Ⅶ-1980, 1旱、3-M-1980、 2早早、24-W-19帥)、 11.Nipponodorcusmontivagus(Lewis,1883)

(Fig.7,15). ヒメオオクワガタ

本種はLewis氏によりChiuzenji,Junsai,Nanae(後

の2つは北海道)産の標本でMacrodorcus属の種とし

て新種記載された(Trahs.Ent.SocLondon,P.337,

pl.mVj f､2,3, 1883)。

コクワガタの所でふれたように本種をコクワガタと

間違って同定取扱っていたことがあるので古い文献で

は両者が入り交っている報文がある。三輪博士が新種

として記載されたEurytrachelusezoensisも本種のこ

とである(Ins・Mats.,Vbl.2,M1:27,1927)。三輪博士

はDorcus属の種として取扱っておられる(1933)。

1960年野村鎮氏と黒沢良彦博士は共同でEurytrachelus

rubrofemoratusアカアジクワガタをタイプにNippo-

nodorcus属を創設された(T6h6Gakuho,M10:41)(前

胸背の側縁の後角の前で斜に切られ、やや変入する。

三木市美嚢川々原(13，28－Ⅷ-1978,1早、25-Ⅵ-1979,

1早、30-Ⅶ-1979)、加西市畑(1早、 13-Ⅸ-1975)、鳥

羽（1旱、 5-W-1975, 18, 8-V-1976)、神崎郡大河

内町川上(1早、 6－Ⅷ-1977)、飾磨郡家島〔上田、1981〕、

相生市三濃山(1旱、 6－Ⅶ-1973)、佐用郡大撫山(1早、

' 13-Ⅲ-1976)、宍粟郡音水(1旱、 20-Ⅶ-1959, 1旱、

11-Ⅷ-1978)、多紀郡篠山町〔鈴木、 1958〕、氷上郡〔山

本、 1958〕、出石郡出石町桐野､郡内〔高橋、 1975〕、城

'崎郡日高町西芝〔高橋､1975〕、豊岡市立野、全市内〔高

'橋、 1975〕、養父郡氷の山(2早早、 2－Ⅶ-1953、 3早早、

' 25-Ⅶ-1953, 1早、 12-Ⅶ-1955, 1早、 25-Ⅶ-1955、

1早、 27-Ⅶ-1957)、美方郡扇ノ山〔辻、 1963.,辻、岸

田、 1972〕。

10.MacrodorcasstriatipennisMotschulsky, 1861

－7－
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これも肢に赤味が無いと記しておられる。形態とも|合
せて共に三輪博士が1937年記載されたN・ yamadai

(Macrodorcus属で記載。Trans.Nat.Hist・Soc・Fo_
rmosa,Vbl､37,M166,P.166-168)のことであると|思

われる。それ以外台湾からの記録もない(尤もN.ya『､‐
adaiは野村氏の意見によるとN・ rubrofemoratusの

localraceではないかとのこと)。

千島列島(国後島)からは桑山博士の記録がある(南
千島昆虫誌、R338,1967)。

ピﾙﾏに産するHemisodorcusarrow!Boilea*
(1911,Trans・Ent.Soc・London,R44)、中国、朝鮮

に産するEurytrachellushaitschunusDidieretSeguy

(1952,Rev.Fr.Ent.Vbl.19,Nn4,R227, figb5)の2種
は本種のシノニムとして見なされているが、黒沢博士

によるとarrowiは本種の亜種と考えてもよいと述べて

おられる(1930)。共に標本がないのでなんとも云えな

い。

以上のようにかなり分布の広い種のようであり日本

の全般に分布していることになる種である。ヒメオオ

クワガタの所でのべたように1960年本種をタイプとし

て野村、黒沢両氏によりNipponodorcus属を創設され

た(T6h6Gakuho,10:41)。

兵庫県下では中央部から北に広く分布しているが南

部の海岸に近い地域にはほとんど見出されない。川西

市あたりでも個体数は大変少いようで県下における北

方種である。但し氷の山あたりには個体数極めて多哨。

生活史、生態に関する報文は全く見当らない種であ

る。

産地：川西市笹部、大和〔仲田、 1978〕、宍粟郡音水

(1＄、11-Ⅷ-1978)、出石郡出石町和屋〔高橋、 1963〕、 ｜

城崎郡城崎町森本〔高橋､ 1976〕、豊岡市中喰〔高橋､ ’
1976〕､養父郡坂の谷(1旱､22-W-1979,S.Miki leg.)、 ｜
氷の山(13， 27－Ⅶ-1954,3199,14旱旱､25-Ⅶ-1955､’

12側、 9早早､ 27-Ⅶ-1957)、美方郡浜坂町諸寄〔高
橋、 1976〕、扇の山〔辻、 1963”辻、岸田、 1972〕・ ’

13． Serrognathusplatymeluspilifer

(Fig.9,16). (Vbllenhoven, 1861)ヒラタクワガタ｜
本種はSnellenvanVbllenhoven氏によってSieboldl

氏が日本で採集した23＄で新種記載をされた(TUd-|

schr.,Ent.,ⅢP､112,t､6,f.4,1861)(Dorcus属とし’
て)。このタイプ標本はオランダのLeiden自然史博物｜

館にあり中根博士は2＄共写真にとられて示された｜
(1979)。原記載に描かれたのはその内の大きい方であ

ると。

Harold氏はLenz氏の採集した甲虫類の報告の中で

前脛節の2叉状の先端の上方からさらに1刺又は2刺

を出すが、まれに@だけ単に2叉状のものもあると云

う特徴でMacrodorcus,Dorcusと区別される)｡そして

この上メオオクワガタもこのNipponodorcus属の種に

取扱れた。

日本全土に産する種であるが個体数の大変少い種の

ようである。朝鮮からはHeydenの記録がある(Horae.

Soc・Ent.Ross., 1887)｡生活史とか生態に関する報文

の全く見られない種である。

本種は県下では扇ノ山、氷ノ山付近にのみ産するよ

うでその他の産は今の所知られていない（若干記録が

あるがどうも同定に問題があるように思われる。それ

と前に記していたようにコクワガタと間違えていた時

期もある)｡扇の山にては割合多くいた時期がある様だ

が現在も同様かどうかわからない。

産地：養父郡坂の谷〔1早、 22-W-1979,S.0gura

leg.]、氷の山[1芋、 12-W-1963,M.Ybshizakaleg.,

1旱、 5－Ⅷ-1965, 1旱、 19-Ⅶ-1971,K. 'Ibuji leg.)、

美方郡扇ノ山(1＄、 1旱、28-Ⅶ-1958,T. 'Ihkahashi

leg)[辻、 1963.,辻、岸田、 1972)。

12.Nipponodorcusrubrofemoratus(Vbllenhoven,1865)

(Figb8,15). アカアシクワガタ

本種はSiebold氏及びBurger氏が日本で採集

された23＄、 2早早標本によってSnellenvanVbll-

enhoven氏によって新種記載されたものである(Tij-

dschr.vbEnt､8:152,pl.2-f, 1,2,1865)(Eurytroche-

lus属として)。 このタイプ標本はオランダのLeiden

自然史博物館に保管されていて同博物館を訪ねられた中

根博士は写真に撮り紹介しておられる(1979)。また、

Motschulsky氏がMacrodorcasrectusとしてEtud.

Ent・ 10:16,1861に発表された平標本をモスコー大学

動物学博物館で検された中根博士はこの標本はrubr-

ofemoratusの早であったと報告しておられる(1972)。

Lewis氏は日本各地産をMacrodorcus属の種として

報告された(LakeofHakone,Chiuzenji,Kiushiuon

Oyayama・Trans.Ent・Soc・Lond.,R337,1883)。朝

鮮からは河野氏が記録された(Trans.Nat・Hist・Soc.

Fbrmosa,XW,M84,P.88,1926)､台湾からは三輪博士

力獺告(Ins・Mats.,vbl.n,M1,R29,1927)されたが

その後の報告(Trans.Nat・Hist.Soc・Formosa,Vbl.

23,恥128.129,Pb361,1933)で腿節赤色を呈せず、肢

全体黒色を呈せる種でいずれも早ばかりなので、種の

決定をなし得ずと記しておられる。加藤博士はEury-

trachelussp・タイワンアカアシクワガタとして原色で

図説された(原色日本昆虫図鑑、 8輯､pl.Ⅷf､2,1933)。

－8－
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本種は産地によって日本に産するものにも亜種が次

のようにある。対島、朝鮮、南満州に産するツシマヒ

ラタクワガタsubsp・castamcolorMotschulsky,奄美

諸島に産するアマミヒラタクワガタsUbsp・ elegans

(Boileau)、沖縄諸島に産するオキナワヒラタクワガタ

subsp.okinawanus(Kriesche)、与那国諸島subsp.

sakishimanus(Nomura)。

極東地方でのヒラタクワガタの分布は黒沢博士が詳

しく論じられている(1970)。それによると本種はイン

ドシナ半島の北部から支那大陸を北上し、一部は台湾

から琉球諸島にいたり一部は直接日本に侵入し、残り

は北支那から南満州、朝鮮にいたっている。

本州、四国、九州に分布している亜種piliferは琉球

諸島あたりにいる亜種とは割合異り支那産のplatyme-

lusに良く似ていると。そこでこのpiliferの日本に侵

入した経路は揚子江以南の山岳地方から直接九州に通

ずる地域で琉球を経てとか朝鮮を経た経路ではないの

ではないかと述べておられる。

本州では関東以西の西南日本には割合産するが関東

地方では稀少となり、東北地方の大部分には産しない

とのことで南方系種の様子が良くうかがえる。

兵庫県下でも広く分布し産するが個体数は特に多い

とも思われない。

若干の飼育の記録(越智、 1968)はあってもその生活

史、生態はほとんどわかっていない。

産地：洲本市安乎町〔堀田､1973〕､津名郡志筑〔堀田、

1959, 1973, 1976〕･川辺郡猪名川町上阿古谷〔仲田、

1978〕、三草山（1早、5-W-1980)、川西市一庫、山原、

見野､笹部､横地､大和〔仲田、1978〕、Hiogo[Heyden,

1879〕､神戸市御影〔関､1939〕、烏原(13，23－Ⅸ-1939,

19, 16-Ⅵ-1975, 1早、 2-m-1980)、山の街(13，

Ⅶ-1937, 1＄、23-Ⅸ-1954)、長田（13，6－Ⅶ-1938)、

飾磨郡家島〔上田 1981〕、氷上郡〔山本、 1958〕、出石

郡出石町三木〔高橋､1963〕､豊岡市愛宕山､志野〔高橋、

1975〕、美方郡扇の山〔辻、 1963.,辻、岸田、 1972〕。

本種をSaunder氏が茶の産地調査のため支那大陸を旅

行せるFortune氏の採集になる支那産の材料で記載さ

れたPlatyprosapusplatymelusをEurytracheluspla-

tymelusとして記録された(Lenz氏は神戸に1874～1880

年の間在留して神戸を中心に採集された商人であるか

ら撤arold氏の記録した種も神戸産であろうと考えられ

るdAbhandl.Nat・Ver・Bremen,N:287,1875)。

$aunders氏のPbplatymelusの記載は同時にDorc-

uslateralis,D・obscurus,D.marginalisを支那から記

載されたが総て同一種の個体変異と考えられるもので
初の頁に記載されたlateralisはD. lateralisDejean,最

1837(=SerrognathusbucephalusPerty, 1831)に先

臺|潅鰹嘉鰯灘震‘淫蹴瀧①
1ser．Ⅲ,P､50,t.3, f､7,1854)｡

E.platymelusはその後Heyden氏がHiogoから記録

し'ており(Deut.Ent.2eit.,XXm,P.838,1879)、Le-

wis氏は日本から記録された(Trans・Ent.Soc.Lond.，

P&333,1883)同時にMotschulsky氏が対島から記録し

"Serrognathuscastanicolor(Etud.Ent.,P.12,9,

1861)を本種と同一種に取扱れた(Motschulsky氏の記
載は新属、新種であり現在platymelusの亜種として扱

おれている。この新属Serrognathusが現在ヒラタク

塩屠纈星漁馴要職ｵから”
gれているEurytrachelustitanusBoiduval,1835の地

鷲満圭繍患糊鑿覧照;鞭･湯
亜種としてcastanicolorを日本産のpiliferの異名とさ
れた(Arch.Naturgesch,A,LXXXVI,1920,P.117)。

三輪勇四郎博士は、 日本、朝鮮、琉球、台湾、支那

インドシナ産をすべてE・platymelusに統一し亜種の取

扱もしていない(Trans.Nat.Hist. Soc.Formosa,

xxm,1933,P.356,t.2,f､1-11)。

1960年Benesh,B氏はconsentaneus,platymelusを

titanusの亜種とし、 castanicolor,piliferをplatymelus

の異名としておられる(WJunkColeop.Cat・Suppl.

Pars.8,P､86-88)(Serrongnathus属)｡

i野村鎮氏はDorcus(Serrognathus)titanusの亜種に

扱われた(TOh6Gakuho,10,P.42,1960)｡

|黒沢博士は雄交尾器力嗅なるので､ インドからスマ
トラ、ボルネオなどにかけて分布するtitanusBoisd-

Uval,1835とは異なり従来用いられていたplatymelus

E・ Saunders,1854が種名になるとされ現在この取扱

;が用いられている(国立科学博物館專報、第3号、P、

292, 1970)｡

14.Dorcushopei(E・Saunders,1854)オオクワガタ

(FiglO,16).

本種はSaunders氏が支那の茶の産地からPlatypr-

osapus属で記載されたものである(Trans・Ent.Soc.

Lond., 111,P､58,1854)。

日本からはHarold氏がDorcushopeiとして記録さ

れた(Abhandl・Naturw.ver.Bremen,W,R2871187印。

Lewis氏も同じ学名でKobe,Kyoto,Sendaiを産地に

記録された(Trans.Ent・Soc.London,P.338,1883)。

三輪博士もこの学名で日本に広く産すれども個体数

’
’

－9－
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Fig.8.Nipmndrcusrubrofemoratus(Vollerdloven,1M5)
アカアシクワガタ養父郡氷の山産 1822-W-1957

体長34m、 1¥25-W-1955体長31m

Fig.7.Nipmymdorcusmontivagls(Lewis,
1883)、 ヒメオオクワガタ美方郡扇の

山産1928-W-1958、 体長34m

FW6,Macr㎡orcasstriatipermisMotsch'dsb
1861 スジクワガタ養父郡坂ノ谷産

1322-W-1979、体長21m

Fig. 10,Dorcushopei (E.Sau'ders,1854)オオクワガタ
川西市笹部産 187-K1961、体長54m

Fig.9.Serrog,athusplatymeluspilifer(Volle,i,oven,1%l) ヒラタクワガタ

神戸市鳥原産 lO 11-W-1975体長46m(左）
111西市笹部産 l88-11-1962体長37m(右）
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Fig.11． マダラクワガタ

ゴルリクワガタ

ルリクワガ､夕

の記録地点

Fig.12． チビクワガタ

オニクワガタ

の記録地点
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△
●
○
ｉ
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品

Fig.13． ミヤマクワガタ （●）

ノコギリクワガタ （○）

の記録地点

Fig.14. ネブトクワガタ （●）

コクワガタ （○）

の記録地点

＊i● ノや●1○

｡’里

の
●

Fig.16． ヒラタクワガタ （●）

オオクワガタ （○）

の記録地点

Fig.15． スジクワガタ （●）

上メオオクワガタ （○）

アカアシクワガタ （×）

の記録地点
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氷の山周辺のカミキ')むし分布調査
田 収里

J、、、

兵庫県産カミキリむしの分布調査は、先輩諸氏によ

り早くから究明され、他府県に先がけて、 カミキリむ

しリストが出来上っていた。

筆者は今回、氷の山周辺の地域(特に氷の山坂の谷、

横行渓谷及三室山の音水渓谷、赤西渓谷、等） を中心

に調査した。同地域の調査報告は数々有り、 1972年6

月に岡山県の黒田祐一氏が精査され、記録報告等もま

とめられている。 1980年には、高橋匡氏が、但馬地方

昆虫目録第3報で、氷の山以北をまとめられ発表され

ている。この様に同地域は調査発表が活発に行なわれ

ているが、追加種もかなり有り、 もう1度、筆者なり

にまとめてみる事にした。

なに分、資料不足、研究不足で、見落としている資

料も多々あろうかと思われますので、御気付きの点、

筆者まで、御連絡下さいます様宣しく御願い致します。

下記リストは、筆者採集記録を中心に、採集地、年

月日を記し、不足分は過去記録されている文献、記録

報告等より抜すいし、採集地、年月日、採集者を掲げ

た。文献より記した採集データーは、同地域の記録で
あって、かならずしも、兵庫県下の初記録ばかりでな

い事を、おことわりしておく。

終りに、採集に同行願った、姫昆グループの方々、

|特に相坂、花岡、吉田の諸氏、記録その他いろいろと
|御教示願った、小倉滋氏、高橋久夫氏、三木進氏に、

厚く御礼申し上げます。

④コバネカミキリ PsephactusremigerHAROLD

各谷に広く分布しているが、個体数は少ない。

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-27)

赤西谷(1ex, 1980-Ⅷ-24)

Ⅱ クロカミキリ亜科Spondylinace

⑤クロカミキリ

Spondylisbuprestoides(LINNAEUS)

広く分布する。

引原ダム(3exs, 1982-Ⅷ－8)

音水谷(2exs, 1981-Ⅶ－11)

Ⅲヒラタカミキリ亜科Aseminae

⑥ツシマムナクポカミキリ

Cephalallusunicolor(GAHAN)

当地域では少ない。

引原ダム(lex, 1982-Ⅷ－8)

⑦サビカミキリ

Arhopalus rusticus (LINN&US)
引原ダム(1981-Ⅶ－10相坂）

⑧オオクロカミキリ 9

MegasemumquadricostulatumKRAATZ

赤西谷、音水谷で採集されている。 (1ex, 1973-

Ⅶ－27遊磨）

Ⅳホソカミキリ亜科Disteniinae

⑨ホソカミキリ Disteniagracilis(BLESSIG)

普通種で各谷に7月～9月末まで見られる。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ－3)

音水谷(1ex, 1981-Ⅸ-13)

引原ダム(1ex, 1982-Ⅷ-8)

Vハナカミキリ亜科Lepturinae

⑩テツイロハナカミキリ

EncyclopsolivaceaBATES

当地域では、氷の山で見られ花上に群らがる。

坂の谷(6exs,1982-V-23)

⑪ヒラヤマコブハナカミキリ

Encyclopsbicolor (OHBAYASHI)

非常に少ない種である。最近、赤西谷のカエデ花

上より採集されたらしい。

氷の山(1ex, 1972-Ⅵ一10畑中）

⑫フタコブルリハナカミキリ

StenocoruscaeruleipennisBATES

I ノコギリカミキリ亜科Prioninae

①ウスバカミキリ MegopissinicaWHITE

同地域に広く分布するが、個体数は少ない。引原

ダムの灯火によく飛来する。
｜

， 赤西谷(1ex, 1978-Ⅷ－7)
引原ダム(2exs, 1982-Ⅷ－8)

！ ､②ノゴギリカミキリ
Prionus insularisMOTSCHULSKY

’ 鵜野豐蝿藤覚られる。
｜ ③ニセノゴギリカミキリ P.sejunctusHAYASHI
ノゴギリカミキリと非常によく似ていて出現期が

やや遅い。

音水谷(1ex, 1981-Ⅸ－6)

－13－
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広く分布する力棡体数は少ない。

赤西谷(1ex, 1980-V-17,小倉・ 1ex, 1982-Ⅳ

－6，相坂）

氷の山(1ex, 1971-Ⅶ－17,辻）

⑬モモグロハナカミキリ Toxotinusminutusreini

(HEYDEN)

各谷で採集されるも少ない。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅳ-23)

⑭フタスジカタビロハナカミキリ

EvodinusbifasciatusjaponicusMATSUSHITA

非常に少ない。音水谷(1ex, 1979-V-5,山下）

採集を大平氏が報告されている。赤西谷では三木

市の小倉氏が1982年5月に採集されている。又扇

ノ山で内藤氏により1980年5月11日に採集されて

いるので、中国山地に点々と少数発生していると

思われる。

⑮カラカネハナカミキリ GaurodesdorisBATES

当地ではいずれの谷でも5月～7月に多産してい

る。

⑯アカイロニセハムシハナカミキリLemulanishimurai
SEKI

下記3種共、同環境に見られるが最も個体数が少

ない。

赤西谷(8exs, 1981-V-10)

横行谷(6exs, 1980-V-4)

⑰キバネニセハムシハナカミキリ L.decipiens
BATES

いずれの谷でも、春先多数見られる。

赤西谷(20exs, 1981-V-10)

横行谷(36exs,1980-V-4)

⑬ピックニセハムシハナカミキリ L. rufithoraxPic

春先、花上に多数見られる。

赤西谷(14exs, 1981-V-10)

横行谷(11exs, 1980-V-4)

⑲ヒナルリハナカミキリ Acmaeopsminuta

(GEBLER)

普通種でいずれの谷でも多数発生する。

⑳シコクヒメコブハナカミキリ Pseudosieversia
shikokensisHAYASHI

非常に稀れで赤西谷でカツヲの生木上に飛来した

のを偶然採集した。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅳ-15)

⑪ニセヨコモンヒメハナカミキリ

PidoniasimillimaOHBAYASHIetHAYASHI

いずれの谷でも発生するが、多くはない様子。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅵ-14)

⑳セスジヒメハナカミキリ P.amentata (BATES)

ヒメハナカミキリ中で最も早くから発生し、個体

数も多い。

赤西谷(25exs, 1981-V-7)

横行谷(11exs, 1980-V-30)

⑳ミワヒメハナカミキリP・miwai(MATSUSHITA)

5～6月、各谷で発生する。

赤西谷(4exs, 1982-Ⅵ－6)

横行谷(12exs, 1980-Ⅵ－1)

⑭トサヒメハナカミキリ P.approximata
KUBOKI

前種同様5～6月、発生するがあまり多くない。

赤西谷(1ex, 1980-V-18)

横行谷(2exs, 1980-Ⅵ－1)

⑮チュウジョウヒメハナカミキリ

P・ chujoiOHBAYASHIetHAYASHI

坂の谷(1ex, 1971-Ⅵ－20黒田祐-)

⑳フタオビチビハナカミキリP.puziloi(SOLSKY)

各谷で採集されている。赤西谷に多く見られ、 1

度に多数採集される事が有る。

赤西谷(12exs, 1979-V-13)

横行谷(6exs, 1980-Ⅵ－1)

⑳チヤイロヒメハナカミキリ P・debilis(KRAATZ)
5～6月各谷に広く分布している。

赤西谷(8exs, 1981-Ⅵ-14.6exs, 1982-Ⅵ－6)

横行谷(2exs, 1981-Ⅵ－7)

⑳ヤマトヒメハナカミキリ

P・yamatoHAYASHIetMIZUNO

少ない。筆者も未採集である。

三室山(2exs, 1970-V-28畑中）の報告がある。

⑳ヘリモンヒメハナカミキリ
P・matsushitaiOHBAYASHI

各谷に広く分布するが氷の山周辺に特に多い。

赤西谷(2exs, 1982-V-9)

横行谷(14exs, 1981-V-30)

⑳ナガバヒメハナカミキリP. signiferaBATES
5～6月各谷に広く分布し、個体数も多い。

赤西谷(4exs, 1981-Ⅵ－8)

横行谷(8exs, 1981-V-30)

坂の谷(2exs, 1982-V-23)

⑪ヒメハナカミキリ P.mutata(BATES)
坂の谷で5月中旬より6月中旬の短い間に見られ

る。

坂の谷(7exs, 1982-V-23)

⑫カクムネヒメハナカミキリ P・maculithoraxPIC
少ない。
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A.azumensi(MATSUSHITAetTAMANUKI)

各谷のカエデ花上に多数見られる。特に赤西谷に

多産する。

赤西谷(36exs, 1981-V-9.24exs, 1982-V-9)

⑬ヒメアカハナカミキリ A.pyrrha(BATES)

分布は広いが少ない。

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-20)

杉ケ沢(2exs, 1981-Ⅶ-19)

⑭ツヤケシハナカミキリA.scotodes(BATES)

いずれの谷でも広く分布する。

赤西谷(3exs, 1982-Ⅵ－6)

⑮アカハナカミキリ

A・ rubrasuccedanea(LEWIS)

7月から8月末まで各地に広く分布する。

赤西谷(2exs, 1979-Ⅷ－5)

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-27)

⑯ベニバハナカミキリ

Paranaspiaanaspidoides(BATES)

当地域では少ない種である。

音水谷(1ex, 1959-Ⅵ－21高橋寿郎）の報文が

ある。

⑰クロハナカミキリ LepturaaethiopsPODA

当地域で全体黒色の個体と前胸の赤色の個体の2

型が採集されている。後者をムネアカクロハナカ

ミキリと呼ばれているが、亜種でなく1型と考え

られる。音水谷(2exs,1982-Ⅶ-18)

⑬一①ヤツボシハナカミキリ

L， arcuatamimicaBATES

⑬一②ツマグロハナカミキリ

L・arcuatatsumagurohanaOHBAYASHI

各谷に普通。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅵ-15)

現在の知見ではヤツポシハナカミキリとツマグロ

ハナカミキリは別亜種として区別されている。当

地区で採集されている個体はほとんどが、ツマグ

ロハナカミキリである。

⑲ハネビロハナカミキリ

L・ latipennis(MATSUSHITA)

少ない種である。

関宮町(1ex, 1980-Ⅵ-22)土場で飛翔中を採集

した。

⑳ヨツスジハナカミキリ

L・ochraceofasciata(MOTSHULSKY)

広く分布する普通種

赤西谷(4exs, 1979-Ⅷ－5)

戸倉峠(6exs, 1979-Ⅶ-22)

坂の谷(1ex, 1971-Ⅵ－27黒田祐-)の報告が

有る。

⑬キベリクロヒメハナカミキリ P・discoidalisPic

分布は広いが個体数は多くない。赤西谷に多い。

赤西谷(2exs, 1981-V－7．2exs, 1981-V14)

坂の谷(2exs, 1981-Ⅶ-26)

⑭オオヒメハナカミキリ P.grallatrix(BATES)

5～7月に発生し、各谷で普通に採集される。

赤西谷(6exs, 1981-Ⅵ-14.3exs, 1982-Ⅵ－6)

⑮チビハナカミキリ

GrammopterachalybeelaBATES

坂の谷で花上よりヒメハナカミキリ類と共に採集さ

れる。

坂の谷(2exs, 1982-V-23)

⑯へリウスハナカミキリ

PyrrhonalaeticolorBATES

氷の山で採集されているが少ない。

氷の山(lex, 1972-Ⅵ－10畑中）

" (1ex, 1972-Ⅵ－11辻）

⑰ヤマトキモンハナカミキリ

Judoliajaponica(TAMANUKI)

この種も少ないと思われる。

三室山(1ex, 1972-Ⅶ－2畑中）

氷の山(1ex, 1973-Ⅶ－8 中川）

赤西谷(1ex, 1980-V-27小倉） の各報告があ

る。

⑱マルガタハナカミキリ J・ cometes(BATES)

普通種で7～8月花上に群がる。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅶ-27)

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-27)

戸倉峠(1ex, 1979-Ⅶ-22)

⑲チャポハナカミキリ

Anoploderamisella(BATES)

広く分布し、各谷に普通。しかし旱は非常に少な

い。

横行谷(4exs, 1980-Ⅶ-27)

⑩ミヤマクロハナカミキリA.excavata(BATES)

分布は広く各谷で見られるがあまり多くない。

赤西谷(2exs, 1982-Ⅵ－6)

戸倉峠(3exs, 1979-Ⅶ-29)

⑪ルリハナカミキリ A・cyanea(GEBLER)

当地区で少ない。

坂の谷(1ex, 1971-Ⅵ－27黒田祐-)の報告が

有る。

坂の谷(1ex, 1981-Ⅶ－26相坂）

⑫ミヤマルリハナカミキリ

’

I
ｌ
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ｌ
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’
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⑪カタキハナカミキリ

L. femoralis(MOTSCHULSKY)

少ない種のようである。

坂の谷(1ex, 1971-Ⅵ-27,黒田祐-) の報文が

ある。

⑫オオヨツスジハナカミキリ

Megalepturaregalis(BATES)

広く分布している。騨遡が変化に富む。

赤西谷(2exs, 1982-Ⅷ-22)

音水谷(3exs, 1981-Ⅶ-27)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

⑬セアカハナカミキリ（クロオオハナカミキリ）

M･ thoracicaCREUTZER

ブナ帯で発生するも、当地区では少ない。

氷の山(1961-Ⅷ－1,藤田)の報告がある。

⑭フタスジハナカミキリNakaneavicaria(BATES)

普通種であるが、当地域では個体数は少ない。

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-20)

⑮カエデノヘリグロハナカミキリ(クロスジハナカミ

キリ) EustrangalisdistenoidesBATES

中型のカミキリとしては、発生が早く、 5月上旬

にカエデ花上で採集される。

赤西谷(1ex, 1982SV-9)

⑯ヒゲジロハナカミキリ

Japanostrangaliadentatipennis(PIC)

広く分布している。 7月に花上によく見られる。

音水谷(2exs, 1982-Ⅶ-18)

横行谷(3exs2 1980-Ⅶ-20)

戸倉峠(2exs, 1979-Ⅶ-22)

⑰アオバホソハナカミキリ

StrangalomorphatenuisSOLSKY

横行谷でのみ発見出来た。

横行谷(4exs, 1981-V-30)

⑱ニンフホソハナカミキリ

Parastrangalisnymphula(BATES)

7月花上に見られ、下記2種と共に、同環境で見

られる。

赤西谷(6exs, 1979-Ⅶ-22)

道谷(4exs, 1979-Ⅶ-22)

⑲ニョウホウホソハナカミキリ P. lesnei (PIC)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

道谷(1ex, 1979-Ⅶ-22)

⑳タテジマホソハナカミキリ

P・ shikokensis(MATSUSHITA)

道谷(3exs, 1979-Ⅶ－22, 2exs, 1980-Ⅶ-20)

⑪ミヤマホソハナカミキリ

StrangaliacontractaBATES

やや日陰のノリウツギの花上で下記2種と共に見

られる。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15,2exs, 1981-Ⅶ-27)

⑫ハコネホソハナカミキリ

S.hakonensisMATSUSHITA

赤西谷(1ex, 1981-Ⅶ-27)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

⑬ホソハナカミキリ S・hosohanaOHBAYASHI

赤西谷(2exs, 1981-Ⅶ-27)

横行谷(1ex, 1979-Ⅵ-24)

⑭キヌツヤハナカミキリ

Corennys sericataBATES

ブナ帯の花上で見られるが少ない。

赤西谷(1ex, 1968-Ⅶ－21黒田祐-)の報文が

ある。

⑮ヒゲジロホソコバネカミキリ

NecydalisodaiHAYASHI

氷の山で毎年、少数採集されているらしい。

坂の谷(1980-Ⅶ－27小倉）

⑯オオホソコバネカミキリ N・ solidaBATES

この種も氷の山で少数採集されているらしい萩

筆者は未採集である。

Ⅵカミキリ亜科Cerambycinae

⑰アオスジカミキリ

Xystroceraglobosa(OLIVIER)

1980年3月に大屋町、杉ケ沢で採集した。ネムノ

キより、同年5月～6月に38頭羽脱した。分布は

広いようである。

⑬ミヤマカミキリ Massicusraddei (BLESSIG)

人家近くのクヌギ林で多数発生するが、当地区で

は少ない。

⑲トビイロカミキリ

AllotraeussphaerioninusBATES

横行谷(2exs, 1980-Ⅵ－1, 1ex, 1980-Ⅶ-20)

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ－13,相坂）

⑩ベーツヤサカミキリ

Leptoxenus ibidiiformisBATES

非常に稀な種のようである。

氷の山(1ex, 1973-V-27採集者不明)が報告さ

れている。

⑪ヨツポシカミキリ

StenygrinumquadrinotatumBATES

普通種であるが､当地区では、あまり見られない。

音水谷(1ex,1981-Ⅶ-11)引原ダムの灯火にも、

少数飛来する。

－16－
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|⑫ｱﾒｲﾛｶﾐキリ StenodryasclavigeraBATES
少ない種のようである。氷の山で高橋寿郎氏が採

集されている。

⑬ヨコヤマヒメカミキリ

CeresiumholophaeumBATES

島しょ性のカミキリムシで、当地で見られるも、

少ない種である。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅷ-24)

引原ダム(1ex, 1982-Ⅸ-18)

⑭トワダムモンメダカカミキリ

StenhomaluslightiiGRESSITT

少ない種と思われる。

赤西谷(1980-Ⅵ－1 小倉)の報告がある。

⑮タイワンメダカカミキリ

S・ taiwanusMATSUSHITA

広く分布していると思われるが、あまり報告を聞

かない。サンショウの木のスゥイーピングで得た。

横行谷(1ex, 1982-Ⅵ-27)

⑯カッコウメダカカミキリ S.cleroidesBAI､ES

関宮町の集材所で飛翔中を採集した。

関宮町(1ex, 1978-Ⅵ-25)

氷の山(1ex, 1971-Ⅳ－16辻） の報告がある。

⑰タカオメダカカミキリ

S・ takaosanusOHBAYASHI

同属の中でもっとも小形の種であるので、見つけ

にくいと思われる。赤西谷で少数採集されている。

赤西谷(2exs, 1971畑中）

" (1980-V-4小倉） の記録がある。

⑱クロサワヒメコバネカミキリ

EpaniaseptemtrionalisHAYASHI

過去、三室山で畑中、遊磨、大倉、等の諸氏によ

り少数、採集されている。筆者も音水谷の伐採地

に放置されている広葉樹の小枝上より、 1旱得た。

音水谷(1ex, 1982-Ⅵ-20)

同年、 6月下旬に赤西谷でも得られたらしい。

⑲ヤマトチビコバネカミキリ

Leptepaniajaponica(HAYASHI)

赤西谷(1980-Ⅵ－4小倉） の報告がある。

⑳コボトケヒゲナガコバネカミキリ

MolorchuskobotokensisOHBAYASHI

春先、カエデ花上に見られるも少ない種と思われ

る。

三室山(1¥,1970-V-1.2exs,1970-V-10.

4exs, 1970-V-28. 2exs, 1971-V-1． 13,

1971-V-17畑中）の報告がある。毎年、少数

ではあるが、赤西谷、音水谷で得られている。

赤西谷(1980-V－4小倉）がある。

⑪ホソツヤヒゲナガコバネカミキリ

M・nitidusOBIKA

この種も少数ずつではあるが、毎年採集されてい

る。

三室山（1早, 1970-V-1． 19,1970－V-10.

lex, 1970-V-28畑中）

氷の山(1ex, 1972-V-5辻）

赤西谷(3exs, 1981-V-9)

⑫オダヒゲナガコバネカミキリ

M.gracilis (HAYASHI)

少ない種と思われる。

三室山（1早, 1971-V-1 畑中)の記録がある。

⑬コジマヒゲナガコバネカミキリ

M.kojimai (MATSUSHITA)

ヒゲナガコバネカミキリ属の中で、もっとも普通

に採集されている。同時に多数採集される事があ

る。

赤西谷(14exs, 1981-V－9.2exs,1982-V-9)

" (1ex, 1982-Ⅵ－6吉田）

⑭タケウチヒゲナガコバネカミキリ

M・ takeuchiiOHBAYASHI

非常に稀な種である。当会員である小倉滋氏によ

り得られた。

赤西谷(lex, 1979-V-22小倉）

⑮トラフホソバネカミキリ

ThraniusvariegatusBATES

発生数は少ないと思われるが、各谷に広く分布し

ている様子。

氷の山(1ex, 1940-Ⅶ－19岡田）

三室山(1ex, 1973-Ⅶ－1 畑中）

" (3exs, 1973-Ⅶ－19大倉）

等があり、筆者も音水谷(1ex, 1981-Ⅶ-23)で

採集した。

⑳クスベニカミキリ

PyresteshaematicusPASCOE

各谷に広く分布している。

坂の谷(6exs, 1981-Ⅶ-26)

戸倉峠(18exs, 1979-Ⅶ-22)

⑰ルリポシカミキリ RosaliabatesiHAROLD

各谷に普通に見られる。赤西谷に産する個体は班

紋異常が多い。

赤西谷(12exs, 1979-Ⅶ－5.6exs,1981-Ⅶ-27)

横行谷(4exs,1980-Ⅶ-13)

⑳アオカミキリ

ChelidoniumquadricolleBATES

q

l

’
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当地区では少ない。

氷の山(2exs, 1971-Ⅶ－17辻）の記録がある。

⑳ミドリカミキリ

Chloridolumviride(THOMSON)

普通種であるが、各谷共、個体数は少ない。

音水谷(1ex, 1982-Ⅶ-18)

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-20)

⑳オオアオカミキリ C. thaliodesBATES

赤西谷の観察では、夕方、サワグルミ生木上で、

＄早共、群らがっていた。交尾中の個体も見られ

た。少ない種であるが、一度に多数採菓出来る時

がある。

赤西谷(9exs, 1980-Ⅷ-24)

横行谷(6exs, 1980-Ⅶ-27)

⑪ヒメスギカミキリ

Palaeocallidiumrufipenne(MOTCHULSKY)

普通種でスギの伐採木上に多数群らがる。

赤西谷(5exs, 1980-Ⅵ-11.5exs, 1982-V-9)

⑫チャイロホソヒラタカミキリ

Phymatodestestaceus(LINNAEUS)

〔クビアカルリヒラタカミキリP・testaceusva鴎

variabilis (LINNAEUS)]

道谷林道の道路脇に積まれた、薪材に多数発生し

ていた。同地区で発生している個体は、大部分が

騨遡力藍色で美しい、 クビアカルリヒラタカミキ

リであり、原型のチヤイロホソヒラタカミキリは、

非常に少なかった。

道谷林道(28exs, 1982-Ⅵ-27)

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ－20花岡）

⑬シロオビカミキリ P.albicinctusBATES

ブドウ類のツル上に、次種と共に見られる。分布

は広い。

赤西谷(6exs, 1980-Ⅵ－8)

横行谷(3exs, 1980-Ⅵ－1)

⑭アカネカミキリ P.maaki (KRAATZ)

赤西谷(4exs, 1980-Ⅵ－8.2exs,1980-Ⅵ－15.

15exs, 1982-V-17)

⑮トラフカミキリ

Xylotrechuschinensis(CHEVROLAT)

クワの古木上に見られ、特に道谷林道に多い。

道谷林道(7exs, 1980-Ⅶ-20.4exs,1982-Ⅷ－8)

横行谷(6exs,1982-Ⅷ－8)

⑯ヤノトラカミキリ X・ yanoiGRESSITT

氷の山附近で見られる。少ない種である。

横行谷(1ex, 1980-Ⅸ-28)集材所のエノキに飛

来した。同地で相坂氏は、材上で死体の本種を得

ている。

横行谷(1ex, 1980-Ⅸ-23)

⑰ツマキトラカミキリ X・clarinusBATES

普通種である本種も、当地区では、少ない。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15)

⑱ウスイロトラカミキリ

X・ cuneigennis(KRAATZ)

各谷に広く分布し、個体数も多い。

赤西谷(10exs, 1979-Ⅶ-15)

⑲クビアカトラカミキリ X・rufiliusBATES

各谷に広く分布し、個体数も多く、材上をすばや

く走っている。

赤西谷(10exs, 1979-Ⅷ－5)

関宮町(12exs, 1980-Ⅵ-22)

⑳ブドウトラカミキリ X.pyrrhoderusBATES

時にブドウに害を与える本種も、当地区では少な

い。

横行谷(1ex, 1980-X－5．1ex, 1980-X-8)

⑪ムネマダラトラカミキリ X・grayii(WHITE)

少ない種であるが、赤西谷では、毎年少数ではあ

るが採集されている。

赤西谷(4exs, 1980-Ⅵ－8.2exs,1980-Ⅵ-15)

杉ケ沢(1ex, 1981-Ⅶ-19)

⑫ニイジマトラカミキリ X・emaciatusBATES

各谷に広く分布する。

赤西谷(10exs, 1979-Ⅶ-15)

坂の谷(7exs, 1981-Ⅷ-23)

⑬ヤマトシロオビトラカミキリ

Kazuoclytuslautoides(HAYASHI)

赤西谷のカエデ花上より、毎年少数採集されてい

る。

赤西谷(1ex, 1981-V-9)

" (2exs, 1982-V-9.花岡）

⑬シラケトラカミキリClytusmelaenus(BATES)

各谷に広く分布する。

赤西谷(3exs, 1980-Ⅵ-15)

戸倉峠(3exs, 1982-V-23)

⑮キンケトラカミキリ C・aulipilis(BATES)

赤西谷に多く見られ、ケヤキ材上やカエデ花上に

見られる。

赤西谷(26exs, 1980-Ⅵ-11. 5exs, 1982-V－9)

⑯キスジトラカミキリ

Cyrtoclytuscaproides(BATES)

広く分布する普通種。

赤西谷(13exs, 1979-Ⅶ-15)

道谷林道(5exs, 1979-Ⅶ-22)
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|⑰ｱｶﾈｷｽジﾄﾗｶﾐｷﾘC.monticallisusKOMIYA
｜ 小宮次郎氏により記載されたﾄﾗｶﾐｷﾘの新種
， で、鳥取県の高鉢山で那須、山治、両氏により発

｜ 見された。兵庫県でも氷の山坂の谷林道で細川光
｜ 幸氏により､同地採集のｴゾﾋﾉｷより1980-Ⅳ
-28に羽化に成功されている。大阪市在住の大平

氏が報告されている。

⑬アカネトラカミキリ

BrachyclytussingularisKRAATZ

i⑲
非常に少ない種で、当地区で採集されている個体

も数個体のみと思われる。

氷の山(lex, 1972-Ⅵ－11遊磨）

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ－6 三木）

⑩クロトラカミキリ

Chlorophorusdiadema(MOTSCHULSKY)

subsp.kurotoraHAYASHI

当地区では稀な種である。

赤西谷(1ex, 1971-Ⅷ－8黒田祐-)の記録があ

る。

⑩エグリトラカミキリ

C. japonicus(CHEVROLAT)

普通種で各谷に広く分布する。

赤西谷(5exs, 1979-Ⅵ-15)

⑫トウキョウトラカミキリ C・yedoensis(KANO)

非常に少ない種と思われる。

三室山(1ex, 1971-V-2.畑中）の記録が有る。

⑬キイロトラカミキリ C.notabilis(PASCOE)

普通種で各谷の道路添の薪上より、多数発生して

いる。

赤西谷(5exs, 1980-Ⅵ-22)

⑲フタオビミドリトラカミキリ

C.muscosus(BATES)

暖地性の種で、当地区では、各谷に広く分布して

いる。

赤西谷(3exs, 1979-Ⅶ－29.3exs,'79-Ⅷ-19)

横行谷(15exs, 1981-Ⅶ-20)

⑯ホソトラカミキリ Rhaphumaxenisca(BATES)

広く分布している。

赤西谷(3exs, 1982-V-9)

横行谷(2exs, 1980-V-4)

⑯ヒメクロトラカミキリ R.diminuta(BATES)

いずれの谷でも分布し、カエデ花上やケヤキ枯枝

上に多数見られる。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅵ－15. 7exs, 1981-V-7℃

15exs, 1982-V-23)

横行谷(3exs, 1980-V-4)

⑩トゲヒゲトラカミキリ

Demonaxtransilis(BATES)

各谷に広く分布し、発生期間も非常に長い。

赤西谷(10exs, 1979-Ⅶ-22)

横行谷(5exs, 1980-Ⅶ－6)

⑯シロトラカミキリ

ParaclytusexcultusBATES

各谷のカエデ花より普通に採集される。

赤西谷(5exs,1982-V-9.6exs,'82-Ⅵ－6)

坂の谷(5exs, 1982-V-23)

⑲アカジマトラカミキリ

AnaglyptusbellusMAI､SUMURAetMATSUSHITA

横行谷でケヤキ大木の伐採木で多数採集した事が

あるし、附近の草花上でも採集出来た。赤西谷で

は、 1978年に高橋寿郎氏が採集され発表されてい

る。尚、赤西谷で本年9月より10月に、かなり発

生し、採集されている。

⑭マツシタトラカミキリ

A.matsushitaiHAYASHI

氷の山周辺でのみ見られ個体数は少ない。氷の山

で高橋匡氏が採集されている。その他、坂の谷で

2exs,赤西谷で1ex,黒田祐一氏が採集、報告

されている。筆者もlex,戸倉峠で1981-X-11

に広葉樹の伐採木上で得ている。時期的に非常に

遅い記録である。

⑭トガリバアカネトラカミキリ

A・niponensisBATES

赤西谷でのみ見られた。

赤西谷(1ex, 1982-V-23. 2exs, '82-Ⅵ－6)

その他、同行の相坂氏、吉田氏、花岡氏も採集さ

れている。

⑫キオビトラカミキリ(スギノアカネトラカミキリ）

A･ subfasciatusPIC

あまり多くないが、広く分布している。全体の色

彩の個体変異がいちじるしく、面白い。

赤西谷(3exs,1982-V-23.2exs,1982-Ⅵ－6)

横行谷(1ex, 1980-V－4)

⑬ホタルカミキリ DerethoracicaWHITE

広く分布し、各谷で普通に見られ､個体数も多い。

’
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赤西谷(8exs,1980-Ⅵ-22)

横行谷(5exs, 1979-V－4)

⑭ベニカミキリ

PurpuricenustemminCkii(GUEmN-MENEVILLE)
平地、低山地の種で、 5月末より6月下旬によく

見られ、 クリの花上に多いが、当地域では、あま

り採集されていない。

音水谷(1ex, 1976-V-23相坂）

⑮へリグロベニカミキリ

P・ spectabilisMOTSCHULSKY

当地では前種より、よく採集され、広く分布して

いるも

赤西谷(2exs, 1980-Ⅶ－11． 2exs,1982-V-23)

⑬タキグチモモブトホソカミキリ

CleomenestakiguchiiOHBAYASHI

暖剛生の種で、赤西谷で採集されているが、稀種

である。

赤西谷(1ex, 1970-Ⅶ－26． 8exs, 1971-Ⅶ-25.

黒田祐一）

赤西谷(3exs, 1971-Ⅶ18畑中）

Ⅶフトカミキリ亜科I.amiinae

⑫シロオビゴマフカミキリ

Fhlsomesosellagracilior(BATES)

分布広<、各谷の粗朶の叩き網で得られる。

赤西谷(1ex, 1982-Ⅶ－8)

音水谷(1ex, 1981-Ⅷ-23)

⑱ゴマフカミキリ・

Mesosamyopsjaponica(BATES)

各谷に広く分布している。普通種である。発生期

間もだらだらと長い。

赤西谷(2exs, 1979-Ⅶ-15)

・ 音水谷(1ex, 1981-Ⅶ-12)

横行谷(2exs, 1980-Ⅵ－1)

⑭ウスアオゴマフカミキリ （タテスジゴマフカミキ

リ) M. senilis(BATES)

いずれの谷でも普通に採集されている。

赤西谷(2exs, 1982-Ⅵ－7)

音水谷(2exs, 1982-Ⅶ-18)

坂の谷(2exS, 1981-Ⅷ-23)

横行谷(1ex, 1980-Ⅶ-27)

③ナガゴマフカミキリM・ longipennis(BATES)

最普通種で各谷に見られ、出現期も長い。

赤西谷(3exs,1980-Ⅶ-20)

横行谷(3exs, 1980-Ⅶ-27)

③カタジロゴマフカミキリ M・hirsuta(BATES)

各谷に広く分布し、広葉樹の薪などで見られる。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

音水谷(3exs, 1981-Ⅸ－6)

坂の谷(1x, 1981-Ⅷ-23)

横行谷(4exs, 1980-Ⅶ-27)

⑫シナノクロフカミキリ

Asaperdaagapanthina(BATES)

各谷のサワグルミの伐採枝上で見られる。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅵ－23． lex, 1980-Ⅵ－28.

4exs, 1981-Ⅶ-12)

⑬キクスイモドキカミキリ A.rufipes(BATES)

広く分布している普通種

赤西谷(4exs, 1979-Ⅵ-10)･ '

音水谷(2exs,:1981-Ⅶ-12)

⑭コブスジサビカミキリ

Atimurajaponica(BATES)

あまり採集されていない。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15)

⑮クビジロカミキリ

Xylariopsismimica(BATES)

少ない種で赤西谷でのみ採集されている。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅳ-13)

" (2exs, 1980-Ⅵ－21渡辺昭彦）

" (1ex, 1980-Ⅶ一5 那須敏）

又、同地のツルウメモドキ枯枝より山地治氏が同

年7月～9月に多数羽化脱出させている。

⑯クリチビカミキリ

SybrasakamotoikuriOHBAYASHIetHAYASHI

小型種の為かあまり採集されていない。

氷の山(1ex, 1972-Ⅵ－21遊磨. 3exs,1973-

Ⅶ－7遊磨、大倉）の記録がある。

③アヤモンチビカミキリ S・ ordinataBATES

暖地の沿海性の種で当地区で発見されているが稀

種である。氷の山で高橋匡氏が採集されている。

⑳キボシチビカミキリ
S･ flavomaculataBREUNING

三木市の高橋久夫氏の私信によると1981-Ⅲ－21

に赤西谷より持ち帰ったモミの古材より同年5月

22日羽化脱出したとの事である。その他、同谷で

岡山県の那須氏が(1芋， 1979-Ⅵ－8羽化)の報

告をされている。少ない種と思われる。

⑲ハスオビヒゲナガカミキリ

Cleptometopusbimaculatus(BATES)

叩き網等で採集されているが、少ない。

三室山(1ex,1973-Ⅶ－5大倉． lex, 1973-Ⅶ－

8畑中）等の記録報告がある。

⑩ドウボツカミキリ
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Pseudocalamobiusjaponicus(BATES)

個体数は多くないが、各谷で見られる。

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ－20. 1ex, 1982-Ⅶ-18)

坂の谷(1ex, 1982-V-23相坂）

⑩マルモンサビカミキリ

Pterolophiaangusta(BATES)

同属中では少ない種である。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15)

氷の山で高橋寿郎氏が採集、報告されている。

⑩ヒメナガサビカミキリ P・ leiopodina(BATES)

広く分布する普通種。粗朶上に見られる。

赤西谷(5exs, 1980-V-13. 2exs, 1980-V-20)

⑬クリサビカミキリ

P・ castaneivoraOHBAYASHIetHAYASHI

稀な種であまり記録がない。

音水谷(6exs, 1981-Ⅶ-19)

氷の山(3exs, 1973-Ⅵ-25. lex, 1973-Ⅶ－7

遊磨）の報告がある。

⑲アトジロサビカミキリ Rzonata(BATES)

各谷に広く分布する種で個体数も多い。

赤西谷(5exs, 1979-Ⅵ-10.3exs, 1981-Ⅶ-12)

音水谷(3exs, 1981-Ⅶ-12)

⑮シロオビサビカミキリ （エゾサビカミキリ）

P・ japonicaBREUNING

当地区では同属中少ないものである。

赤西谷(2exs, 1979-Ⅵ-10)

音水谷(2exs, 1981-Ⅶ-11)

⑯トガリシロオビサビカミキリ

P・ caudata(BATES)

広く分布する普通種で、発生期間も長い。灯火に

もよく飛来する。

赤西谷(9exs, 1979-Ⅶ－9)

音水谷(7exs, 1980-Ⅶ-10)

⑩アトモンサビカミキリ

P.granulatus(MOTSCHULSKY)

普通種で各谷に見られる。

赤西谷(4exs, 1979-Ⅵ-10)

音水谷(5exs, 1979-Ⅵ-17)

横行谷(8exs, 1980-V-18)

⑲ナカジロサビカミキリ Rjugosa(BATES)

同属中少ない種であるが、分布は広い。

横行谷(1ex, 1982-Ⅷ－8)

⑲クワサビカミキリ

Mesosellasimiola(BATES)

各谷の広葉樹粗朶上で見られるも少ない。

横行谷(1ex, 1981-V-30)赤西谷､音水谷でも採集

されている。

③ニイジマチビカミキリ

EgesinabifascianaMATSUSHITA

三室山(7exs, 1973-Ⅶ－5大倉）の記録がある。

⑥ヒメコブヤハズカミキリ

Parechthistatusgibber(BATES)

分布広<、各谷に産するが、個体数は多くない。

しかし赤西谷で1981年と'82年にトチノキの伐採木

上で多数得られた。

赤西谷(8ex, 1981-V-26. 3exs, '81-Ⅵ－4.

lex, '81-Ⅵ-23)

音水谷(1ex, 1981-Ⅶ-11)

横行谷(1ex, 1980-V-18． lex, '80-Ⅶ－20.

lex, '80-Ⅷ－3)

⑫イタヤカミキリ

Mecynippuspubicornis(BATES)

少ない。音水谷のヤナギ生木上で交尾中を発見し

たが下草に落下し、 1旱のみ採集出来た。

音水谷(1ex, 1981-Ⅷ－2)

⑬ヒゲナガカミキリ

Monochamusgrandis(WATERHOUSE)

広く分布していると思われるが個体数は少ないよ

うだ。

音水谷(1ex, 1981-Ⅸ-13)

引原ダム(1ex, 1982-Ⅸ-18)

赤西谷でも発見したが下草に隠れ見失しなった。

’82年に赤西谷土場でかなり採集されている様子。

⑧マツノマダラカミキリM・alternatus(HOPE)

低山地に普通の本種も当地区では少ない。氷の山

で高橋匡氏が採集され報告されている。

⑮ヒメヒゲナガカミキリ

M・ subfasciatus(BATES)

普通種で各谷共、広く分布している。

赤西谷(4exs, 1979-Ⅷ-19)

音水谷(6exs, 1980-Ⅷ－3)

横行谷(4exs,1980-Ⅶ-27)

⑯ゴマダラカミキリ

Anoploderamalasiaca(THOMSON)

低地に普通に産するが、当地区ではあまり採集例

を聞かない。

氷の山(1ex, 1971-Ⅶ-16.1ex, '71-Ⅶ－17辻）

がある。

⑤センノキカミキリ （センノカミキリ）

AcaloleptaluxuriosaBATES

普通種ではあるが、当地区では個体数は少ない様

だ。
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坂の谷(1ex, 1980-Ⅶ－27小倉. lex, 1982-V

－23相坂）の記録がある。

⑰シロスジカミキリ

Batoceralineolata(CHEVROLAT)

低山地の普通種であるが当地ではあまり採集記録

がない。

引原ダム(lex, 1981-Ⅶ－10相坂）ダムの灯火に

飛来したらしい。

⑬ヒゲナガゴマフカミキリ

Palimna liturata(BATES)

各谷の伐採木上で普通に見られる。特に坂の谷に

多産する。

赤西谷(3exs, 1980-Ⅶ－3)

音水谷(2exs, 1981-Ⅸ-13)

坂の谷(8exs, 1981-Ⅶ－26.6exs,'81-Ⅷ-23)

⑬セミスジコブヒゲカミキリ

Rhodopinalewisii (BATES)

当地区で少数採集されているも、少ない種。

氷の山(1ex, 1973-Ⅵ－23大倉）

三室山(1ex, 1973-Ⅶ－5大倉） の記録報告が
ある。筆者も当地区で未採集であるが、佐用郡内

で採集のサクラ古木より羽化脱出させた経験があ

る。

⑩ムネホシシロカミキリ

OlenecamptusclarusPASCOB

氷の山周辺で採集されている。クワの木で発生し

ているので、各谷で採集されると思われる。

氷の山(1956-Ⅶ－27高橋寿郎)の記録がある。

その他関宮町福定で小倉氏が1980年8月7日採集

されている。

⑪タカサゴシロカミキリ 0. formosanusPIC

各谷に広く分布し、個体数も多い。

赤西谷(15exs,1979-Ⅶ-15.8exs,1980-Ⅵ-15)

音水谷(3exs, 1981-Ⅶ-11)特に赤西谷に多産す

る様だ。1981年3月同地よ'り持ち帰ったサワグル

ミ材より5月から6月に多数羽化脱出した。

⑫エゾナガヒゲカミキリ

JezohammusnubilusMATSUSHITA

県初記録と思われる。1980年10月に横行谷より持

ち帰った新しい材(アカメガシワ？）より1982年4

月26日より5月12日の間に、多数羽化脱出した。

’82年1月20日の材の割出しで10数頭を出したが、

この時、材中には終令幼虫も同時に見られた。詳

細な事項は別の機会に述べる事にする。

⑬ヒウオビアラゲカミキリ
Rhopaloscelisunifasciatus(BLESSIG)

音水谷(1ex, 1981-Ⅸ－6.3exs,'81-Ⅸ-13)

⑳ビロウドカミキリ

Acaloleptafraudatorix(BATES)

各谷に広く分布し、個体数も多い。

赤西谷(3exs, 1979-Ⅷ－5)

音水谷(2exs, 1981-Ⅶ-19)

坂の谷(3exs, 1981-Ⅶ-27)

⑲ウグイスビロウドカミキリ

A・ olivacea(BREUNING)

次種の1型と思われるが、今回別種として記した。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅵ－8.1ex, '80-Ⅷ－3)

坂の谷(2exs, 1981-Ⅸ-13)

⑥ニセビロウドカミキリA・sejuncta(BATES)

ビロウドカミキリよりは個体数は少ないけれど、

各谷に広く分布する普通種である。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅸ-14)

音水谷(2exs, 1981-Ⅸ-13)

横行谷(2exs, 1980-Ⅷ－3)

⑥ヒメビロウドカミキリ A.degenera(BATES)

鉢伏山頂で北山昭、渡辺一雄両氏により、 1979年

8月25日に採集され報告されている。

⑫ヤハズカミキリ

Uraechabimaculata(THOMSON)

広く分布するがあまり数は多くない。

音水谷(1ex, 1981-Ⅸ-13)

坂の谷(1ex, 1981-Ⅷ－2)

横行谷(1ex, 1980-Ⅷ－3)

⑬ヨコヤマヒゲナガカミキリ

Dolichoprosopusyokoyamai (GRESSITT)

ブナ帯に現われる稀種で氷の山で高橋匡氏が採集

されている。

⑬チャボヒゲナガカミキリ

Xenicotelapardalina(BATES)

あまり多くない。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅶ-12)

⑮キポシカミキリ Psacotheahiralis(PASCOE)

各谷のクワ古木に多産する。氷の山周辺に特に多

い◎

赤西谷(1ex, 1979-Ⅷ－5)

坂の谷(3exs, 1981-Ⅶ-27)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

⑳クリイロシラホシカミキリ

Nanohammusrufescens(BATES)

少ない種である。氷の山周辺でのみ採集されてい

る。

氷の山(1ex, 1972-Ⅵ－21遊磨）

－22－
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分布は広く各谷の粗朶上に見られる。

赤西谷(7exs,1980-V-13)

音水谷(5exs, 1982-Ⅵ-20)

⑭フタオビアラゲカミキリ

R・maculatus (BATES)

音水谷のサワグルミ枯枝上で見られた。

音水谷(4exs,1981-Ⅶ－11.2exs,1982-Ⅵ-20)

⑯ジュウジクロカミキリ

Clytosemiapulchra(BATES)

少ない種と思われる。

氷の山(4exs, 1972-Ⅵ-10遊磨）

" (1ex, 1972-Ⅵ－11遊磨）

⑯カッコウカミキリ

Miccolamiacleroides(BATES)

各谷で少数採集されている様だ。広く分布してい

る力棡体数は少ない。

赤西谷(1ex, 1982-V-23)

音水谷(lex, 1970-V-17黒田祐-)の記録があ

る。

⑰チビコブカミキリ M・verrucosa(BATES)

氷の山で高橋寿郎氏が採集され報告されている。

少ない種と思われる。

⑱クリイロチビケブカカミキリ

Terinaeaatrofusca(BATES)

稀種。氷の山(1ex, 1972-Ⅵ－21遊磨)の記録が

有る。

⑭ホソヒゲケブカカミキリ

Eupogoniopsistenuicornis(BATES)

この種も非常にめずらしい種である。

赤西谷（13， 1980－Ⅵ－21山地)の記録報告が

ある。

③クモノスモンサビカミキリ

Graphidessavenata(BATES)

あまり多くないが各谷に分布している。枯枝上や

粗朶上に少数見られる。筆者は1982年8月22日音

水谷で発見するも見逃がしてしまった。赤西谷で

高橋寿郎氏が採集されている。

⑪ハイイロツツクビカミキリ

Cylindillagrisescens(BATES)

氷の山でのみ少数採集されている。

氷の山(1ex, 1972-Ⅵ－19． 2exs, '72-Ⅵ－21

遊磨）

⑫ドイカミキリ Doiusdivaricatus(BATES)

各谷で見られるも少ない。

音水谷(1ex, 1981-Ⅵ－23. 1ex, 1982-Ⅷ-22)

⑬キバネアラゲカミキリ

氷の山周辺のクワより発生している様子、少ない。

氷の山(3exs, 1972-Ⅶ－9． lex, '72-Ⅶ－17.

2exs, '72-Ⅷ－3． lex, '72-Ⅷ－10辻）

関宮町福定(1980-Ⅷ－7小倉）の記録がある。

⑭シロオビチビカミキリ

Sybrodibomasubfasciata(BATES)

各谷に広く分布し、個体数も多い。

音水谷(14exs, 1981-Ⅶ－19. 10exs, 1982-Ⅷ一

22）

⑮ネジロカミキリ

Pogonocherusseminiveus(BATES)

氷の山で少数採集されているらしい。

⑳ゴイシモモブトカミキリ

Callapoecusquttatus(BATES)

少ない種である。

音水谷(1ex, 1982-Ⅷ－8)

その他三室山(2exs, 1972-Ⅷ－6.4exs,1973-

Ⅶ－22畑中）の記録がある。

⑰スジマダラモモブトカミキリ （ヒゲナガモモブト

カミキリ) Acanthocinusgriseus(FABRICIUS)

氷の山で高橋匡氏が採集されている。普通種であ

るが当地区では少ない。

⑬ナカバヤシモモブトカミキリ

Leiopusquttatus(BATES)

稀種、氷の山で高橋匡氏が採集されている。

⑬ゴマダラモモブトカミキリ

L・ stillatus (BATES)

各谷に広く分布し、粗朶上に見られる。あまり多

くない。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅷ－3. 1ex, 1982-Ⅵ-19)

音水谷(1ex, 1981-Ⅶ－19. 5exs, 1982-Ⅶ-18)

横行谷(1ex, 1980-Ⅵ－1)

⑪トゲバカミキリ

Eryssamenasaperdina(BATES)

広く分布し各谷に普通に産する。広葉樹の伐採木

上によく見られる。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅷ－3)

音水谷(1ex, 1980-Ⅶ－19.3exs,1982-Ⅶ-18)

横行谷(2exs,1980-Ⅶ－27.2exs,1982-Ⅷ－8)

⑨ケシカミキリ Miaeniatonsa(BATES)

氷の山(7exs, 1973-Ⅶ－25遊磨）の記録がある。

⑫クロオビトゲムネカミキリ

EstoliopsfasciatusMATSUSHITA

暖地性の種で当地区で採集されているのは驚異で

ある。

氷の山(1ex, 1956-Ⅶ－27高橋寿郎)の貴重な記

－23－
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ParaeutetraPhae)dmia(BATES)

少ない種である。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅵ-22)又、同地でlex,1980

－Ⅵ－8に相坂氏も採集されている。

⑳ニセシラホシカミキリ （ダイセンカミキリ）
P. simulans(BATES)

分布は広いがあまり多くない。

赤西谷(1ex, 1981-Ⅵ-28)

音水谷(2exs, 1982-Ⅶ-18)

坂の谷(1ex, 1971-Ⅷ－4 黒田祐-)

⑳トウキョウキモンカミキリ （オニグルミノキヨン

カミキリ) Menesiaflavotecta(HEYDEN)

あまり多くないが、各谷に広く分布している。サ

ワグルミ材より羽化させた事がある。

赤西谷(1ex, 1980-Ⅶ－20.2exs,1982-Ⅵ-19)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-27)

⑳キモンカミキリ M.sulphurata(GEBLER)

最も普通に産し、各谷共、多産する。サワグルミ

材より多数羽化脱出させた経験がある。

赤西谷(11exs, 1980-Ⅵ-15)

音水谷(2exs, 1981-Ⅶ-27)

⑳カスガキモンカミキリ

IParamenesiakasugensis(SEKIetKOBAYASHI)
個体数は少ないが、各谷に広く分布している。

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ－6花岡）

音水谷(3exs, 1981-Ⅶ－19. 1ex, 1982-Ⅶ-18)

坂の谷(1ex, 1981-Ⅶ－26相坂）

⑳ハンノキカミキリ

Cagosimasanguinolenta(THOMSON)

氷の山で採集記録がある。当地では筆者は未採集

である。

⑳ラミーカミキリ随ragleneafortuneiSAUNDERS

普通種で各谷共広く分布している。

赤西谷(2exs, 1979-Ⅷ－5)

音水谷(2exs, 1981-Ⅶ-19)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-27)
～

⑳アサカミキリ

Thyestillagebleri (FALDERMANN)

アサの栽培禁止で全国的に個体数は激減した。当

地区の記録も古い記録で中根猛彦氏等の採集記録

がある。筆者も数十年前の峰山産の個体があるの

みで、当地区では全滅したのではないかとも思わ

れる。

⑳シラホシカミキリ Glenearelicta(PASCOE)
各谷に広く分布し、 6月～8月多数見られる。

赤西谷(3exs, 1981-Ⅵ-23)

録がある。

⑬ガロアケシカミキリ

Exocentrusgalloisi (MATSUSHITA)

各谷で採集されているが個体数は少ない。

赤西谷(2exs, 1980-Ⅶ-20)

坂の谷(2exs, 1971-Ⅶ－11黒田祐-)

氷の山(2exs, 1971-Ⅶ－18辻）

⑬キッコウモンケシカミキリ

E・ testudineus(MATSUSHITA)

分布は広く各谷の広葉樹の細枯枝上に見られる。

赤西谷(1ex, 1980-V－13. 1ex, '80-Ⅶ-20)

横行谷(1ex, 1980-V-25)

⑮アトモンマルケシカミキリ

E・ lineatus (BATES)

この種も前種同様、同じ環境に見られる。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅷ－19． 2exs, 1980-Ⅶ-20)

⑳クモガタケシカミキリ E. fasciolatus(BATES)

前2種と同環境に見られ各谷に広く分布している。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅷ-19)

音水谷(1ex, 1982-Ⅵ-27)

氷の山で1973年6月に遊磨、大倉両氏により、 ク

ワ材より多数羽化脱出に成功されている。又、三

室山(1ex, 1973-Ⅶ－18大倉）の記録がある。

⑰シラオビゴマフケシカミキリ

E・guttulatus(BATES)

クワの細枯枝上によく見られ、各谷に分布してい

ると思われる。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15)

横行谷(6exs, 1980-Ⅶ-27)

⑳ムネモンヤツボシカミキリ

Saperdatetrastigma(BATES)

少ない種と思われる。分布は広い。

赤西谷(1ex, 1982-Ⅵ-13)

音水谷(1ex, 1982-Ⅵ-13) ツル性植物の葉上で

発見した。又同地で1970-V-31．黒田祐一氏の

記録報告がある。

氷の山(1ex, 1973-Ⅶ－17辻） もある。

⑲ヤツメカミキリ EutetraPhaocelota(BATES)

広く分布する力咽体数は多くない。

赤西谷(1ex, 1979-Ⅶ-15)

音水谷(1ex, 1979-Ⅷ-19)

横行谷(2exs, 1980-Ⅶ-27)

⑳ハンノアオカミキリ E.chrysocmoris(BATES)

普通種で6月～8月各谷に広く分布する。

赤西谷(3exs,1979-Ⅵ-15.5exs, 1980-Ⅵ－8)

⑳フチグロヤツボシカミキリ

－24－
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図3．ヤコンオサムシ図2．ヤコンオサムシ図1 ．ヤコンオサムシ

匙

佐用郡大撫山産

3, 11－Ⅲ-1977

佐用郡大撫山産

早， 15－Ⅲ-1975

佐用郡大撫山産

3, 2-V-1978

図4． ヤコンオサムシ 図5．ヤコンオサムシ 図6．ヤコンオサムシ

f

イ

、

4 ＊

佐用郡大撫山産

早, 11－Ⅲ-1977

神戸市烏原産

旱, 14－Ⅱ-1980,体長25mm

神戸市山の街産

早， 3－m-1976,体長29mm

図7． オオオサムシ 図8． オオオサムシ

；

神戸市北区岩谷峠

3，20－m-1981,体長3aml

神戸市蓬山峡

早,22－m-1978,体長36nm
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科＜2〉
記録－

広畑政己

兵庫県産蝶類分布資料
－県下における迷蝶の記録

1． クロコノマチョウMelanitisphedimaCRAMER兵庫県下で採集された蝶の記録を拾っていくと、報

告されているだけで実に145種類を数える。この中で、

118種類前後は土着していると推測できるが、残')の

20数種は迷蝶と言われている蝶である。

迷蝶の中には近隣の中国、四国地方の一部で土着し

ているミカドアケハ、 イシガケチョウ、サツマシジミ、

ヤクシマルリシジミなどの蝶もあれば、明らかに南方

から迷入してきたと思われるリユウキュウムラサキ、

ヤエヤマムラサキ、 カバマダラなどの暖地性の蝶もあ

る。また、本来は中部地方以北にしか生息しないとさ

れているギンボシヒョウモン、キベリタテハ、 クジャ

クチョウなどの寒冷地性のものも何種か報告されてい

るが、その中で、県下で土着する種と酷似するアカセ

セリ、 コヒョウモンモドキ、ヤマキチョウなど同定誤

りと思われるものも少なくない。

福田(1981)の「ある地域内に、どこからか迷入して

きた非土着のチョウ、および土着か非土着かわからな

いチョウ」が迷蝶とするならば、過去に採集例が極め

て少ない種や、毎年越冬が確認できていないウラナミ

シジミなども迷蝶の部類に入るかもしれないし､反面、

本稿で取り上げたクロコノマチョウは土着種としての

扱いをした方が妥当かもしれないが、取敢えず29種に

ついて、その採集記録をまとめてみた。

1964年以前の県下に於ける迷蝶の記録については、

山本．吉阪(1965)が詳しく、その後も断片的ではある

が数多くの報告があるので、本稿を発表するに際して

は、これらの記録と重複する部分も多く、今更の感は

免れないが、その後新しい記録も入手しているので、

従来の記録と併せて報告した次第である。

本稿を草するに当り、関連文献やそのコピーを御恵

与いただいた高橋寿郎氏に厚く感謝申し上げる。また

次の方々には採集記録を御提供いただいたり、何かと

御教示を仰いだ。ここに記してお礼申し上げる。

相坂耕作、青山潤三、浅田卓、石井為久、稲田和久、

岩村巖、川崎悟良、木村三郎、近藤伸一、黒田収、河

野綾典、高田忠彦、竹内俊行、徳岡正己、難波通孝、

法西定雄、山下順正、米村和繁、若林守男 （アイウ

エオ順、敬称略）

県下に於て土着がはっきI)確認されていない点では

本種は迷蝶になるかもしれないが、採集記録が迷蝶に

しては多いことや秋型の個体が5月上旬に採集されて

いることから推測すると、土着の可能性が濃厚な種で

ある。

本種は九州、四国、本州に分布し、土着の東限は静

岡県東部で、静岡県内はほぼ全域の低地に分布してお

り、愛知、滋賀の各県から紀伊半島一帯にも土着して

いるようである（藤岡， 1975)。

分布の東限に当る静岡県では、主として中西部にお

いて、 1955年から1960年にかけて大発生したことが分

布調査によって確認されている（高橋， 1981)｡同報文

によると、その後は個体数が減少したまま小康状態を

保っていたが、 1979年になってまた個体数が増え始め、

1980年にふたたび大発生となったようである。

分布はさらに静岡県から北へ広がり、長野県南部の

下伊那一帯でも1980年に多発生が観察されている（各

務・井原， 1981．蛭川， 1981)。

最近、南方から東へ北へと波状に分布を広げつつあ

るナガサキアケハの分布の拡大様式とは多少の違いは

あるが、暖かい地方から北進、東進している点では本

種も変りがなく、興味深い存在である。

県下では1951年に有馬温泉で法西定雄氏によって採

集されたのが最初の記録のようである。その後、報告

されているものと筆者の把握したものだけで、表1の

通り46頭にもなり、 1970年ごろからは少ないながら、

ほぼ毎年採集されるようになっ‘ている。

表1． 年次別採集個体数(1950年～1981年）

－30－

年次
ツ

50
，

51
ツ

52
，

53
，

54
，

55
，

56
，

57
，

58
，

59
，

60

採集数 1 1 1 3 1 1 1

年次
，

61
フ

62
，

63
，

64
,

65
,

66
，

67
，

68
，

69
，

70
，

71

採集数 1 1 1 4

年次
，

72
，

73
，

74
，

75
，

76
，

77
，

78
，

79
，

80
ツ

81 合計

採集数 3 2 1 4 1 7 11 1 46
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最も厳しい冬で、最低平均気温、最低極値、 0℃以下

の日数のどれをとっても最低を記録している。にもか

かわらず、この年には4頭の個体が採集されている。

逆に、前年の1976年と1972年は暖冬にもかかわらず1

頭の個体も採集されていない。この結果から判断する

と、冬期気温と本種の個体数との関連はないかのよう

にみえるが、 1978年ごろまでは個体群の密度も低かっ

た関係で、このような結果になっているのではないか

と思われる。

採集個体数は、県下に於ても静岡県や長野県同様、

1979年に急増しているので、 1970年ごろから個体群の

図1． 1～2月の最低平均気温の推移と
クロコノマチョウの採集個体数

〕gnl981 ， ≦

表3．クロコノマチョウの月別採集個体数表(1981年現在）

密度が徐々に高まってきたところへ、 1979年の暖冬と

いう条件に恵まれて数を増やし、 1981諺の厳冬でまた
数が減ったのかもしれない。いずれにせよ、毎年越冬

しているとすれば、 1977年のような厳冬でも耐えられ

るということである。

今後、個体群の密度が高くなっていくような様相な

ので、近い将来県下に於ても確実に土着するものと推

測している。

表2年次別冬期気温とクロコノマチョウの採集個体数

<採集及び目撃記録＞

姫路市網干区新在家

〃 〃 〃

〃 〃 浜田

〃 飾磨区中島

飾磨郡夢前町雪彦山

〃 家島町宮

宍粟郡一宮町福知渓谷

揖保郡御津町新舞子

〃 新宮町善定

〃 〃 〃

３
３
早
ｔ
早
蹴
３
３
３
早

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

岩村

黒田

河野

井出

稲田

上田

井出

稲田

黒田

黒田

23-m-1980

6－Ⅸﾏ1979

19-Ⅸ-1977

13-Ⅶ-1973

4-V-1980

31-X-1980

24-Ⅶ-1973

30-Ⅷ-1977

9－Ⅵ-1980

14-Ⅷ-1981

１
１
１
１
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
２
３

厳
収
典
晴
久
志
晴
久
一
収

綾
敏
和
尚
敏
和
龍

－31－

月
5 6 7 8 9 10 11

期
間
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

採
集
数

1 1 2 7 3 2 2 2 3 6 5 3 4 2 1

尉邸平均気温 最低極値 0℃以下の日数 採集個体数

1972 1.6 －3．4 21 0

1973 1．05 －4．5 27 3

1974 －0．9 -6.0 46 2

1975 -1.0 －5．3 45 1

1976 0．0 －5．3 37 0

1977 －2．2 －7．8 46 4

1978 -0.75 －7．1 38 1

1979 0．95 －4．1 24 7

1980 －1．2 －6．1 46 11

1981 －2．05 －7．4 ， 49 1
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佐用郡南光町船越山 11 2-m-1973(羽化）稲田和久3）

〃 〃 lex --W-1975

神崎郡福崎町福崎新 1¥ －－秋-1956(羽化）石井為久

〃 市111町上牛尾 10 5-X-1980 広畑政己5）

朝来郡生野町旗ノ谷 -- -,･X･･－ 西村公夫6）

相生市三濃山 10 30-W-1980 111崎悟良7）

〃 矢野町下頃 11 19-m-－ 田辺一

〃 相生 1¥ 17-X-1980 川崎悟良7）

〃 鰯浜 11 26-X-1971 浜田守弘

〃 〃 1牛 6－m-1971 浜中義憲

西脇市出合 11 5-X-1980 竹内俊行

〃 〃 11 12-X-1980 徳岡正己

lll辺郡猪名lll町 491¥ 2-X-1979 山本 浩8）

〃 〃 木間生lex 23-m-1974 新家 勝9）

lll西市芋生 lex l8-m-1979(目撃）仲田元亮9）

宝塚市切畑滝ヶ平井 19 5-m-1971 松尾-10）

〃 宝塚高校内 1¥ 30-Ⅸ-1970 柳沢俊二11）

〃 宝塚付近 5－Ⅷ-1955 佐手旗一郎12）

〃 長寿ヶ丘 － 15－Ⅶ-1959 佐藤啓一12）

養父郡大屋町筏 lf 30-Ⅶ-1956 中尾淳三13）

2＄ 30-Ⅶ-1957〃 〃 〃 -13）

〃 〃 若杉 19 30-W-1956 中尾照之13）

〃 〃 中間 201ギ 29-Ⅸ-1958 13）

〃 〃 1＄ 30-Ⅶ-1953 中尾淳三14）

神戸市垂水区太山寺一 －－－15）

〃 北区山田町 一一一 15）

〃 ’ 〃藍那 1＄ 2－m-1980 加藤昌宏15）

〃 〃 〃 多数--X-1977 111本 明19）

〃 〃下谷上 19 11-m-1979 高橋寿郎16）

〃 〃 〃 lex l7-m-1979(目撃）高橋寿郎16）

〃 リリ有馬温泉 1￥ 24-Ⅸ-1951 法西定雄17）

〃 〃鈴蘭台 －－－－15）

〃 布引谷ﾄｰｴﾝﾃｲｸロス1早4･n-1963 三木 進18）

〃 兵庫区須佐野通l平 29-Ⅸ-1962 三木 進18）

龍野市龍野町日山 lex --X-1979(目撃）川崎悟良7）

三原郡南淡町大川 － 16－Ⅲ-1974 山崎俊道20）

〃 〃 新田北 13 30-X-1977 浅田 卓21）

津名郡五色町広石中 lt ll-X-1979 浅田 卓22）

〃 〃 〃 1＄ 2－Ⅷ-1980 浅田 卓23）

洲本市相川 19 10-m-1971 武田義明24）

〃 物部 19 6-m-1978 堀田 久25）

や詳しいデータは不明である。

図2．クロコノマチョウの採集地

？

q
じつ

<r

0

2． ウスイロコノマチョウMelanitisledaLINNAEus

本種の県下に於ける採集例は、前種と比較すると少

なく 、報告されている記録は10例があるにすぎない。

これは当然のことながら、土着地が鹿児島県奄美大島

以南で、本県からは遠く離れているため、飛来する頻

度が少ないことと、前種より耐寒性に難があることが

起因しているのではないかと思われる。

県下で最初に発表された記録は、 1937年10月で､｢神

戸市外本山村(現在の東灘区本山町)にて数頭発見し、

中1頭を獲た｣となっている(谷口， 1938)。 また、その

報告では､｢同郡住吉村（現在の東灘区住吉町）及び神

戸市内にて採集された標本を見た記憶もある」と記さ

れているので、 1937年以前にも採集されたことがある

ようである。

採集時期は風などによって運ばれて来る可能性が強

い7月下旬～8月に多いが、 6月下旬の記録も1例あ

る。また、浜・当麻（1973）には、 8月上旬にススキ

より本種の3令幼虫が発見されているが、この幼虫は

この他の記録としては、山本（1971）に、新宮町篠

首、姫路市仁豊野、神戸市魚崎、本山、兵庫がある。

また、山本．吉阪（1960）には神戸市岡本、芦屋市打

出、加古川市、神崎郡香寺町溝口があるが、その出典

－32－



’

てk,とうむし173 1982. No8

ら
区
る
の
も
の
松
の
る

た
灘
よ
も
た
⑪
、
切
れ

も
、
に
た
れ
開
集
開
わ

ら
区
ｊ
し
さ
α
採
α
思

か
田
別
来
集
阪
が
畔
と

蝶
長
的
飛
採
吉
君
中
る

母
、
に
て
・
次
・
あ

た
口
畔
宅
に
口
俊
内
で
・

し
山
中
内
所
中
内
柴
の
い

入
登
・
柴
某
、
柴
、
も
な

迷
甲
内
の
の
た
て
り
じ
い

で
六
柴
く
区
ま
に
お
同
て

因
。
の
、
近
田
。
甲
て
と
れ

要
る
市
が
口
長
る
六
つ
録
入

の
あ
戸
い
山
り
い
区
な
記
は

か
で
神
な
登
よ
て
灘
と
集
へ

ら
う
、
が
山
に
れ
ｒ
Ｊ
採
中

何
よ
内
夕
甲
友
さ
、
有
の
の

、
の
の
一
六
虫
記
は
所
口
録

に
の
録
デ
は
は
と
録
が
山
記

前
も
記
い
頭
頭
る
記
君
登
集

以
た
集
し
１
１
あ
の
児
山
採

れ
れ
採
詳
、
、
で
区
役
甲
で

土
上
印
ｌ
’
ぬ
ｌ
仁
糸
卜
め
上
雛
坐
佃
夫
１
の

<採集及び目撃記録＞

’

１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
３
３
１
３
３
３
３
１
３
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７
８
８
９
０
１
４
２
３
８
７
５
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郎
宏
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柵
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祁
鵬
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細
柵

７
７
７
７
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８
７
５
７
４
５
４
４
３
６
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
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１
１
１
１
１
１
１

７
７
７
１
３
６
９
０
８
９
７
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１
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州
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ｊ目

中
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聡
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恥

１
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寺
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町
町
町
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町
山
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宿
山

杣
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制

区
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町
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〃
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〃
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〃
〃
獺
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叩

郡
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郡
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〃
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〃
鵬
叡
弥
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〃
〃
〃
〃
〃
宮

西
相

西

<採集記録＞

頭４

’
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岫
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茶
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２
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２
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納

５
７
６

５
５
５

９
９
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１
１
１

－
一
一

Ⅷ
Ⅶ
夏

一
一
一

一
別
一

７
７
３
１
０

３
７
７
７
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

－
一
一
南
口

Ｘ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ

軍
一
一
画
一

一
別
５
０
１
２

図3．イシガケチョウの採集地

ロイシガケチョウCyrestis thyodamasBoIsDuvAL

や奥野井、香川県の南部山地、五剣山、象頭山などで

は少なくないようである。 66）

本県ではまだまだ採集例も少なく 、土着の可否につ

いての判断は難しいが、近年採集例が増えたことや、

前述の通り隣接する地域では土着かそれに近い状況に

なっていること、 また、 6月上旬の記録もあることな

どを見ていると、少ないながら本県でも越冬し、毎年

発生を繰り返しているのかもしれない。今後県下にも

土着するかどうかその経過が楽しみである。

口
(天）

▽

警掻76

0

－33－
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6． サツマシジミ CelastrinaalbocaeruleaMooRE4． ミカドアゲハGraphiumdosonC&R・FELDER

中国地方の山口県､広島県には産地も多いようで､四

国地方でも北東部を除いて分布しているようであるが

本県ではこれまでに3例の記録しかない。

西宮市甲山の記録は山本(1968)から引用しているが、

この記録の原記載は、 「サツマシジミ採集始末記」 と

して、大阪学芸大学付属高校池田校舎生物研究部誌の

かわむし4号に田中忠治郎氏が発表されたもののよう

である。

県下における採集記録としては2例が知られている。

2例とも淡路島での記録で、 1例は津名町からの記録

で、登日邦明氏（当時小学校2年生）によって採集さ

れている。この個体の採集月日は明らかではないが、

春型の斑紋をしていることから、 6月半ば以前に採集

されたものであろうとされている。また、後翅裏面基

部及び亜外縁沿の紋は赤色のようで、この個体は、赤

斑型が分布する紀伊か赤斑型と黄斑型混在している四
＄

国からの迷蝶と考えられる。

初記録から6年後の1964年には志築神社で2頭が(山

本， 1969にはその後さらに2頭となっている）採集さ

れているが、その個体についての詳細は不明である。

県下で本種が土着するためには、冬期気象と食樹等

の諸条件が満たされなければならないが､その1つであ

る冬期気温との関連については、蝋の野外での越冬実

験によって、県下でも越冬できるだけの耐寒性がそな

わっていることが判っている（広畑， 1980)｡また、食

樹のオガタマノキは県下で多くは見られないが、近隣

の土着地である徳島県で自然状態での食樹になってい

るﾀｲｻﾝボJ乳ま､庭木として県下に多く植えられて
いるので、近隣の地域の個体群の密度が高くなり、本

県に飛来する頻度が高くなれば、土着も充分考えられ

る。

<採集記録＞

１
１
１

３
４
５

４
４
４

郎
潤
豊

ム
画

も
、
〃
汀
０忠中

屋
山

田
勝
遠

1＄

1早

1早

１
９
８

６
６
７

９
９
９

１
１
１

｜
｜
｜

Ⅶ
Ⅷ
Ⅶ

’
一
一

６
０
５

１
３

西宮市甲山

〃 岡田山

神戸市高取山

7． アオタテハモドキPrecisorithyaLINNAEus

谷口(1938)によれば、 1937年に塚本信雄氏（当時甲

南高校尋常科生徒）によって明石郡垂水町（現在の神

戸市垂水区）で採集されたことが報告されている。’

<採集記録＞

神戸市垂水区 lex－－Ⅷ-1937塚本信雄47）<採集記録＞

津名郡津名町佐野 1＄－－－－1958登日邦明60）

〃 志築明神 2exs－－－－1964奥野修久60） 8． メスアカムラサキHypolimnasmisippusLINNAEus

1957年に明石市で目撃されたのが県下では最初の記

録のようである。これまでに報告された記録の中で、

西宮市武田尾の記録は、後に、兵庫生物Vol､5No.2で

リュウキュウムラサキと訂正されているので、現在ま

でに判明しているのは4例である。 この他の記録と

して（山本， 1971)に赤穂市の名前があるが、詳しいこ

とはわからない。また、相坂(1980)の網干区浜田（木

材港)の記録はカバマダラの誤りだったので証Eしておく。

5． ヤクシマルリシジミAcytolepispuspaHoRsFIELD

本種は紀伊半島南岸沿いや四国室戸岬周辺にまで分

布しているが、県下では1972年に南淡町灘で発見され

るまでは採集記録がない。

この記録は、愛媛大学農学部昆虫学研究室が、国立

公園協会から依頼を受け、本四架橋ルートの島々の昆

虫相の調査を実施した時に採集したものである(堀田，

1974)。
<採集記録＞

明石市北王子町 lt(目) 16-ⅦH957山口福男48）

相生市川原町 1¥25戸ⅦH966石井満補49）

神戸市剥套区旗振山頂 1旱23Ⅶ-1964橋本知代己4o）

〃垂水区ジェームス山 1327とⅨ-1959青山潤三

<採採集記録＞

42）三原郡南淡町灘 1¥一一X-1972

－34－
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11．メスジロキチヨウLxiaspyreneLINNAEus

1929年の6月下旬に採集されているが、この記録は

兵庫県はもとより国内でも最初の記録のようである。

その後本種の採集記録は県外において少ないながらあ

るようであるが、県下ではこれ以外に聞かない。

<採集記録＞

西宮市 1＄下旬一Ⅵ-1929笠原辰男61）

12．ウラナミシロチョウ

CatopsiliapyrantheLINNAEus

甲山南麓の夙川上流で大西俊和氏（当時甲陽中学校

の生徒）によって採集されたことが東(1960)で報じら

れている。県下ではこれが唯一の記録である。

この他の記録として、山本(1971)に赤穂市と三原の

地名があるが、この記録に関しては不明である。

〈採集記録＞

<採集記録＞

西宮市甲山南麓－7－Ⅷ-1956大西俊和37）

三原郡南淡町灘黒岩

洲本市宇山

西宮市内

姫路市豊富町神谷

相生市川原町

宝塚市武田尾

３
９
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１
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１
１
１
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１
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１
１
１
１
１
１

'3・ タイワンモンシロチョウ

Pieriscanidia SpARRMAN

長崎県対馬に分布することは周知の通りであるが、

その他の地域では八重山諸島でときどき採集される程

度で、迷蝶としての記録も、島根県の大田市と東京都

があるにすぎな↓里）
県下で採集された場所は、神戸港北東約7kmの地点

のようで、足立(1980)に写真が掲載されているが、新

鮮な個体である。

10．ウスキシロチョウCatopsiliapomonaFABRIcIus

本種は以前ギンモンウスキチョウとムモンウスキチ

ョウの2種に分類されていたが、同種であることがわ

かり、近年ではウスキシロチョウのギンモン型、ムモ

ン型となっている。

県下で採集された個体で明石市のものはギンモン型

となっており、その他の記録も、山本(1965)によれば

ギンモンウスキチョウとなっているので、 3例ともギ

ンモン型と思われる。

<採集記録＞

芦屋市岡本 1旱 22－Ⅷ-1975足立尚計41）

14．ウスコモンマダラTirumalalimniaceCRAMER

近畿、四国、九州と南西諸島に迷蝶として記録があ

る99） 県下での記録は次の1例がある。この個体は、

若井博史氏が甲山町五ヶ池付近に蝶の分布調査に行か

れた際、松林の中を飛んでいるものを採集されたこと

が朝日新聞の1978年7月29日の朝刊に記されている。

この記録は近く大阪昆虫同好会誌に発表されるよう

<採集記録＞

西宮市菊谷町

〃 〃

明石市小寺

1旱

19

1¥

仲谷

仲谷

小川

３
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７
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勝
勝
進
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５
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１
１
１
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一
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Ⅶ
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１
１
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であるが、この度は未発表記録として借用させていた

だいた。

17．ヤエヤマムラサキHypolimnasantilopeCRAMER

迷蝶としての記録が多いリュウキュウムラサキと比

較すると、本種の採集記録は極めて少ない。

県下では1971年の記録が唯一のものである。この記

録はリュウキュウムラサキの項でもふれた通り、ヤエ

ヤマムラサキと発表したものを28)、てんとうむしNQ7

でリユウキユウムラサキと訂正している52)が、結果的

にはヤエヤマムラサキの＄であることが判明した。

<採集記録＞

西宮市甲山町五ケ池1手 5－Ⅶ-1978若井博史58）

15．スジグロカバマダラSalaturagenutiaCRAMER

アジア熱帯に広く分布している。わが国では八重山

諸島に分布し、迷蝶として各地でかなI)の採集記録が

報告されている。県下では古く1931年の記録があるだ

けで、その後本種の記録はない。

〈採集記録＞

相生市川原町 13 12－Ⅷ-1971石井満補28）

表4．年次別採集個体数表

<採集記録＞

西宮市森具字木津山 1ex 26－Ⅷ-1931宮本裕三57

16．カバマダラAnosiachrysippus LINNAEus

これまでに県下において7例が知られており、迷蝶

として飛来する頻度の高い種である。 8月から9月に

かけて多くが採集されており、いずれの記録も’頭で

あったが、 1978年に姫路市網干区の木材港にて一挙に

,6頭もの個体が採集されている。このようにまとまっ

て南方から迷入してくるということは考え難く、 7月

～8月ごろに何かの要因で運ばれてきた母蝶が産卵し、

一時的に世代をくりかえしたのではないかと思われる。

本種の食草はガガイモ科のトウワタで、ガガイモも

食べるようなのぎ） これを代用食として発生したこ
とも充分考えられる。

発表されている採集記録の中で、高砂市阿弥陀町生

石の記録102)は、山本(1968)で加古川市と証Eされている。

<採集記録＞
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１
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１
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１

叶
冊
冊
叶
叶
冊
冊

》
２
３
乃
号
心
酔

旬
１
１
１

中姫路市網干区木材港 16exs

宝塚市高司 13

加古川市西神吉町 1旱

神戸市垂水区垂水町 1$

高砂市米田町古新 lex

神戸市東灘区本山町野寄1子

氷ノ山頂上付近 13
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1952以前 1 1 1 1

1953

1954

1955 1

1956 1 1

1957 1 1 1 1

1958 1 1

1959 1 1

1960 1

1961 1

1962

1963 1

1964 1 1 1

1965 2

1966 1

1967 1

1968 1

1969 1

1970 2

1971 1 1

1972 1

1973 1

1974

1975 1

1976

1977 1

1978 1 17 1 1

1979

1980 1

1981

合計 3 1 1 1 8 4 6 1 1 22 1 1 2 3 1
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8． クロアケハ(無尾型)PapilioprotenorCRAMER 21 ．ヤマキチヨウGonepteryxrhamniLINNAEus

山本・吉阪(1965)によれば、井口(1907)の佐用郡産

蝶類目録の中で､GonepteryxrhamniLINNAEusの名を

上げているが、佐用郡には同属のスジボソヤマキチョ

ウが産するので、本種との同定誤りではないかと思わ

れる。

麟職繋臺雛謹
州から南下するにしたがって短かくなる傾向があり、

八重山諸島では全く尾状突起のない個体が採集されて

いる69)。本州、九州でも無尾型は希に採集されるよう

で、県下に於てもこれま.でに7例力:報告されている。

これらの個体は、無尾型の現れる頻度の高い八重山諸

島から迷入してきたものか、県下でも遺伝的に極めて

希に現れるものなのかは定かではないが、これまでの

記録をとりまとめてみた。

22． ヒメシジミ Plebejusargus LINNAEus

加地(1940)に職LycaenaargusinsularisLEEcHシ

ジミテフ〃 として六甲山麓（草原）にて福島氏に依り

採集されたとの報告がある。 しかし、本種の発生時期

は早くて6月中旬ごろからなので、この六甲山の記録

の5月13日は少なからず疑問が残る。

その後、 1955年に養父郡西谷村筏(現在の大屋町筏）

で1頭（早と推察する）が採集されたことが山本･吉阪

(1965)に記されている。この標本は、採集者の中尾淳

三氏から山本広一氏に贈られるはずであったが、展翅

をしていたため郵送の際の破損をおそれ、中尾氏のも

とで保管をしていたところ虫害にあい、 1962年に山本

氏が訪れた際にはすでに標本は破棄されていたとのこ

とである。種の同定に当っては、横山光夫(1954)の原

色日本蝶類図鑑（保育社）を参照にされたようで、裏

面が第50図の北海道産のヒメシジミに最も近似してい

たようである（山本・吉阪， 1965)。

この他には、 1963年6月27日に、武田義明氏により、

南淡町大日ダム周辺で1旱が得られたことが登日(197

4)にある。

ヒメシジミは、北海道から九州にかけて生息地が知

られているが、近畿地方では記録はあるものの確実な

産地はない。

近隣の中国地方では、本種の確実な生息地が知られ

ているので、中国山地の東端に当る本県でも生息地が

ないとはいえないが、近年同好者も増え、以前と比較

にならない程調査もよく行われているにもかかわらず

今のところ、新しい採集記録は聞かない。

<採集記録＞

姫路市砥堀

神戸市北区

〃 六甲山麓

〃 本山

西宮市門戸西町

〃 仁jll

三原郡南淡町黒岩
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１
１
１
１
１
１
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｜
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一
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４
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３
３
唖
９
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１
１
１
１
１
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１

小坂潤一51）

毛利明子51）

加地早苗34）

谷口和義47）

斉藤泰彦81）
81）

藤平明43）

19．アカセセリ Hesperiaflorinda BuTLER

加地早苗(1940)に「六甲連山の山地に産するも稀な

らず」 とあるが、本種は滋賀県以西には記録がないこ

とと「稀ならず」 と記されていることから判断すると、

六甲山には多いヒメキマダラセセリ等との同定誤りで

はないかと考えられる。

20.チヤマダラセセリPyrgusmaculatusBREMER&GREY

本種は北海道東南部から東北、関東、中部地方を経

て四国にまで分布しているが、近畿地方には生息して

いない。

県下における記録は、加地早苗(1940)に「非常に稀

で、 1935年7月下旬東六甲山にて採集せしのみ」とな

っている。

加地(1940)には、前種のアカセセリをはじめ、本種

やオオミスジなども六甲連山の記録として報告されて

いる。

<採集記録＞

神戸市六甲山麓 - 13-V-1935

養父郡大屋町筏 1ex－－－－1955

三原郡南淡町大日ダム1旱27－Ⅵ-1963

１
２
１

３
１
３

４
０
９

’
一
に
識

島
尾
田

福
中
武
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23． ミヤマカラスシジミStymonidiameraJANsoN 27．ギンボシヒヨウモンSpeyeriaaglajaLINNAEus

カラスシジミ属は国内で4種の生息が知られている

が、県下では本種を含め3種の採集記録がある。

いずれの種もその記録は少なく 、ベニカラスシジミ

が1例（他に川副・若林， 1967、では兵庫県北西部に

分布するとの記載あり）、 とカラスシジミが3例、そし

て本種が1例を数えるだけである。

谷口(1938)によると､､TheclameraJANsoN ミヤマ

カラスシジミ〃の種名を上げ「烏原附近で採集されて

いる」 と記されているが、詳しいデータは報告されて

いない｡それ以降は県下から本種の採集記録は聞かない。

神戸市の須磨付近（北村達郎， 1935)､同市岡本（実

川佐太郎， 1938)､六甲山麓（加地早苗,1940)、氷ノ山

（遠藤勉,1960)などが山本(1965)で報告されているが、

いづれの文献も筆者の手許にないので、詳しい記録は

わからない。

最近の記録としては、六甲山上で1975年7月20日に

得た標本の中に2＄が含まれていたようである（加藤・

武術， 1981)。

28．オオミスジNeptisalwinaBREMER&GREY

1937年6月に一頭を六甲山にて発見したと報告され

ている。この報文の谷口(1938)によれば、 「六甲山に

極めて稀に産す」と記されている。また、加地(1940)

にも六甲山の「山地に産すれど非常に稀なり」となっ

ており、吉阪和親(1936)にも灘地方（神戸市）にも産

することが報告されている'02)。六甲山には近似種のミ

スジチョウが産することはわかっているが、その後、

オオミスジの記録はない。

24．ルーミスシジミ PanchalaganesaMooRE

1948年8月10日に姫路市書写山で発見したことが今

本(1950)に報じられているが、その後同地からは発見

されていない。タイトルは､｢ルーミスシジミの多産地」

縁霊局睾幾潮照>見られるﾑﾗｻｷ”

25．キベリタテハNymphalisantiopa LINNAEus 29．クジャクチョウ Inachis ioLINNAEus

高橋(1941)には、富田竹二郎氏が再度山にて記録さ

-れたようで、再度山、布引付近にいるらしいと記され

ている。この他には六甲山で富田林の田中保氏が採集

されたことが昆虫世界46巻543号に報告されている。 19

56年7月26日には氷上郡市島町上竹田の標高200m付近

でも採集されており （藤田， 1957)､この標本は新鮮な

個体で山本広一氏が確認しておられる。

その後、洲本市の三熊山で藤平明氏によって目撃さ

れていることが登日(1974)に報告されているが、原記

載は藤平(1960)にあるようで、文献を持ち合せていな

いので詳しくはわからない。

林久男氏が北野中学に在校の頃、同校の人で神戸市

岡本付近で本種を2頭採集したという記録がある （吉

阪， 1953)。 この記録が唯一のものである。

おわりに

県下に於ける迷蝶について述べてきたが、筆者の学

識不足と資料不足のため、迷蝶にまつわる諸問題には

ふれず、従来の採集記録を集め羅列したに留まった。

迷蝶の記録で問題になることは、古くは、同定に必要

な図鑑類も少なかったと思われるので、同定まちがい

が考えられること、近年は、採集の行動範囲も増え、

採集したものの中に他の産地の未整理のものが混入す

るおそれのあること、また、最近問題になっている放

蝶という行いがあることなど、人為的に持ち込まれて

くることも多く、真の迷蝶とは言えない種が報告され

ていることがあるということである。この度報告した

記録以外にも採集記録があると思われるので御教示い

ただければ幸甚である。次の参考文献の※印について

は、筆者が目を通していないが､山本(1965)と山本･吉
〃

阪(1965)の引用文献をそのまま転記させていただいた。

26． コヒョウモンモドキMellictaathaliaRoTTEMBuRG

1910年に井口宗平氏が佐用郡下で発見したことを報

告されているが、その後、 1956年6月22日に井口氏の

住所である上月町久崎から田中蕃氏によって近似種の

ウスイロヒョウモンモドキが採集されているので'02)、

おそらく本種の同定誤りと思われる。

－38－
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兵庫県の山地性オオウラギンヒョウモンについて
（Ⅱ） 近藤伸一

を与えた。

産卵の時間帯は、飼育箱を午後から日光の射す位置

に置いていたためか、主として午後であった。

産卵位置は食草(スミレ)586、枯葉662、その他（ネ

ット、上ブタ等)259とまちまちであった。枯葉に産卵

されたものは、葉の下面の縁から1～2mmの位置がほ

とんどであった。

産卵する時早蝶は、腹をまげた産卵態勢のままで、

腹端をこすりながら、歩きまわり、産卵位置を決める。

はじめに

兵庫県養父郡関宮町の標高500～800mの草地に生息

するオオウラギンヒョウモンの生活史に興味を持ち、

一昨年から飼育と観察を行なって来た。今年も、平地

の気象条件で、飼育したものが羽化したので、昨年に

ひき続き観察結果を報告する。

1． 産卵について

1981年9月27日、養父郡関宮町東鉢伏(葛畑)で採集

した1早蝶から採卵した。この早蝶は、 9月30日から

10月21日の22日間にかけて産卵し、 1日最高294卵､産

卵総数は1507卵であった。産卵時期は1昨年とほぼ同

じであったが、産卵数は前回の309卵と比較すると今回

の数はずばぬけて多い。自然状態では気象条件その他

多くの制約を受ける為このような多数の産卵は難しい

かもしれない。月日別の産卵の状況は表1のとおりで

ある。

2． 卵について

形状は図1のとおり、円錐型に近いまんじゅう型で、

卵殻面の上端から出る8～12本の縦隆起条は側面で増

加し下端では18～27本となる。この卵縦隆起条の数に

ついては、各産卵期別に無作為抽出した237個について

観察した。その結果は表2のとおりで、 23～25本が全

体の81％を占めている。縦隆起条が精孔部に達してい

る本数は8本から12本で、 10本の例が全体の57％であ

った。

(表1 ） 日別の産卵数

(表2）産卵期別の卵の縦隆起条数

■

3． 孵化について

(注） 天候、気温は姫路測候所

便宣上､日照時間5時間以上を① 5時間以下を◎で表示 各産卵期別に卵をわけて、観察した孵化の状況は表

3のとおりである。この卵を翌春まで飼育した容器は

素焼きの植木鉢にスミレを植え、上部をネットで覆っ

たもので、この鉢(A～H)を高砂市の自宅の庭の地上

0.3～0.5mの場所に置いた。

孵化の状況を知るため、枯葉に産卵されたものの内

この間の早蝶の飼育方法は、 13cm×13cm×21cmのプ

ラスチック飼育箱の内側をネットで覆い、下に砂を敷

いて湿度を保ち、食草のスミレとブナの枯葉を入れた。

早蝶には、一昨年と同様1日1度砂糖水又はカルピス

－41－
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(図1）卵の形状と孵化直前の卵 ）孵化

側上面

箱孔

鶴
l98141ZR3IB(孵化息前）

観察した233卵のうち73％にあたる169卵が孵化した。

12月1日から12月10日にかけて孵化のピークがある。

今回、 1507卵のうち飼育したものは919卵で残りの598卵は夢前
町、伊丹市、埼玉県等の友人に配った。

した所、D鉢の枯葉の裏から3令幼虫1匹2令幼虫i
匹がみつかり驚いた。鉢のスミレはまだ発芽しておら

ず、これらの幼虫は越冬前に成長したあと越冬に入っ

たものと推定される。またその時砂の下からl令幼虫

を3匹確認した。幼虫が砂の下にいる所はその後もよ

く観察出来た。また砂に潜る場面も数回観察した。

その後の観察記録は次の通りである。なお確認した

幼虫は、すべて別の容器に移したため、 2重に数えて

はいない。

4月11日…1令幼虫A､B､C,D､E,F鉢より計25匹

2令幼虫A､C,D鉢より計4匹

3令幼虫D鉢より計2匹

4月15日…l令幼虫B､C,D､E,F､G､H鉢より20匹

2令幼虫D,G鉢より7匹

3令幼虫 0匹

4月18日…1令幼虫B､C､D､F､G,Hより38匹

2令幼虫A,B､D､E鉢より8匹

3令幼虫A鉢より1匹

4月25日…1令幼虫A,B､C,D､E,F,G､H鉢より36匹

2令幼虫A,B､C､E,G鉢より14匹

3令幼虫A鉢より3匹

5月3日…1令幼虫B,C,D駒E,F,G､H鉢より24匹

2令幼虫A､B,C､D､E､F､G,H鉢より66匹

3令幼虫A,B､C,D鉢より10匹

から観察に適したものを233卵抽出して観察した。

表3のとおり、 11月4日A鉢より孵化を始め、 12月

10日には過半数の56％力孵化し、翌年の1月19日まで

孵化を続けた。最終的には73％力孵化したが、孵化し

ないものは、産卵後変形したもので、無精卵とおもわ

れるものが多かった。

最短の卵期間は34日で、 1昨年の33日とほぼ同期間

であり、最長の卵期間は、110日のものがあったが､卵

越冬は今回も確認出来なかった。

4． 越冬幼虫について

冬の間は特に変化もなかったため、記録を残してい

ないが、枯葉の裏にはりついた幼虫の数は大変少なか

った。砂の下に潜っているものと推定したが、確認は

していない。 3月21日A鉢で地面に近い枯葉に15匹の

幼虫力確認出来た。また鉢にかぶせてあるネット上に

6匹確認した。気温の上昇により、活動を始めたのか

も知れない。

5． 越冬後の幼虫について

3月28日に浅田氏と岡嶋氏が来宅し、越冬幼虫を捜

－42－

鉢
危

産叩き妹
11辨と

蔵P月日

鋤
誹
錘
仁
噸

卿
綱
唖
雄

118麺

の

唾月旧

の

嘩醐

の

1羽⑳8

の

l朗飛

の

順?8

の

I岬
身 篝
細
齢
隼
徹

A
O～1，1
“ qP

983．日

2S

師

I 価

4
艶

8

32
裟
出ﾌﾞ

16

卦

18

ﾜZ

18

『だ

I8

7Z

1発
7乙X 嘘ツ

ICI

qP

B
1ozへ39賃

IC目zB

24
Ｏ
｜
〆

壇象
郵ず

13

罫

14

S8

14

5s

1斗

Sg

1s

63
1 6ツ

100

C
ヨマ6～“『

IC月遁へ蝿“

48
Ｏ
’
０

S

6

垂

国

S1

e医

契一

71

Sら

ワ丘

sら

7r 7と
ｿ 83

p
610～8ZI

10自ら8

王
0

0

。 ＄

6

16

Z3

らI

23

61

斗

63

畔

色3

塾

露
69' 172

E
822－1000

loRIpB

Z堂
０
’
０

4

16

14

罪

2◎

釦

ZO

8．

Z。

so

ZI

斜

％

s4 1.サ

F l”lへ122台

lORIZ8～I醗嘩

32
０
’
０

9 Z

ら

'2

ヨI

ZI

らら

ZZ

6？

22

ら？

Z3

w72

側
▽Z 198

q
lz必~1428

ml調～'ぬI8f

20

０
’
０

0

0

7

4s

1 1

宝

I4

”

1s

『､5

1s

7s

％

『7S
l乳

H
'421-IM

pnI?B～'@脚ロ

zl
０
’
０

I

S

13

62

1s

『71

0

ワI

。

71

。

71

別

71 42

↑
、
害
ロ おぅ

ノ掴

｡咄

8

S
鴨

割．

ﾉ0
蝋

130

魂

l露

6’

lもI

6《
I

兇

I畔

72

161

岡 7鼠
9Iq
岬



一~へ～~

1982. No.8てんとうむし 183

写真①は4月29日の幼虫で、 1令から4令まで確認

出来た。写真②は5月30日の状況であるが、 3令幼虫

から6令まで確認出来、 またこの時既に踊化した個体

もいた。

5月8日…1令幼虫B鉢より1匹

2令幼虫B,D､E,F,G､H鉢より11匹

3令幼虫B､D,F鉢より6匹

4月11日から5月8日にかけて上記のとおり、 1令

幼虫144匹、 2令幼虫110匹、 3令幼虫22匹の計276匹を

確認した。これらの幼虫は、表3のとおり、飼育した

A～H鉢919卵のうちの30%に相当する数で､孵化率等

を考慮しても、越冬により相当数の減少があったもの

とおもわれる。これらの幼虫のその後の成長について

は次の通りである。

4月29日…4月11日～4月25日確認した幼虫の中に

4令幼虫を発見。

5月16日…5令幼虫ともう一まわり大きい6令幼虫

と同時に確認。

5月28日…初めて蜥化。この時点でも令数はまちま

ちで、 3令から6令まで確認出来た。

6月4日…6,5,4令に混って3令幼虫2匹確認c

6月12日…8羽化(最初の羽化）

7月19日…＄羽化(最後の羽化）

なお上記以外に、友人の飼育したものについては、

伊丹市の浜田静氏が飼育された幼虫は、 ＄が6月8日

から6月21日にかけて羽化、旱が6月28日から7月6

日にかけて羽化し、埼玉県で岡嶋秀紀氏の飼育された

幼虫は、 6月中旬に＄が7月上旬に早が羽化したとの

ことである。

これらの結果を図にまとめると図2のようになる。

この図からも分かる通り、幼虫は成長の不揃いが目に

つく。

①4月29日(1令から4令まで）

②5月30日（3令から6令まで）
鐸… 聴一惑蕊撰一:"、

(図2）各令数ごとの状況

6． 令数について

響 痒二|曇ド|■坪
澱
4 1

これまで報告されている本種の他の地方の令数は、

5令(森1958、丹下1958)であるが、今回6令を数えた‘

各令数における幼虫は図3のとおりで、 2令～6令の

幼虫は、形態的には際立った変化はみられなかった。

ｚ
令
一一

卍
３
今

7． 食草について４
今

本種の生息地である葛畑で2種、杉ケ沢で､4種のス

ミレ類を確認し、持ち帰った。このうち1種はスミレ

(Violamandshurica)であったが､両産地とも花が終り

の時期であったため、他の3種は種名を正確に同定出来

ていない。この4種類のスミレ類を同時に植えた鉢に6月

30日終令幼虫3匹を放したが、スミレ(V.mandshurica)

以外のスミレ類はほとんと・食べず、 7月3H1幼虫が

Ｓ
令

６
今

踊

豹に

－43－
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１
１

(図3）⑦各令数ごとの幼虫 (図3）◎各令数ごとの幼虫の前胸刺毛の変化

｜ 令頭巾 O.ﾖz、減 |令

I
…

Z令鋤Q4g乱

4今座鰯溌

職灘騨

4今跡l.Z亀Ⅷ

聯拳辮
劇lljZ,OL

死んだため、この観察は中止した。

オオウラギンヒョウモンの産地として有名な所は、

兵庫県生野町栃原、大河内町砥峰、京都府木津川等い

ずれもスミレ(V・mandshurica)の群生がみられた。 し

かし同様の環境であっても、オオウラギンヒョウモン

の生息の確認されていない場所は、スミレ(V.mand-

shurica) を発見出来ないことが多い。本種はスミレ

(V.mandshurica)以外のスミレ類は自然状態では食べ

ていないのかも知れない。

飼育下では長くて厚みのある葉のスミレ類を好む傾

向があり、 タチツポスミレ等丸くて薄い葉のスミレ類

は好まない傾向が強い。特にパンジーを好み、成長も

良好であった。

辮聯鮮寒鯖
ﾜ園 2－吋C

－44－
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兵庫県におけるヒメヒカゲについて
木村 郎

一
一
一

1． はじめに
少

最盛期である。東山高原、峯山高原等の山地では7月

初旬から8月上旬で、 7月中旬が最盛期で約1カ月の

ずれがある。

成虫は明るい草原を好み陽光のもとに発生地の上を

低くゆるやかに飛び、陽がかげると活動力薯しく低下

する。静止のとき翅を閉じじっと止まっている。驚か

しても高く舞い上ることもなくすぐ近くに静止する。

交尾飛翔形式は4回観察しすべて←早十＄であった。

個体の大きさは開張3dnm～4anmで、 舎早とも同様の

個体変異がある。

産卵は食草の自生する草地をゆるやかに飛び、直接

に食草及び付近の他物に一卵ずつ産付して飛びたつ。

食草はカヤツリグサ科で飼育の際ススキ、メヒジワ

でも全幼虫期を飼育することが出来た。

産卵直後の色は乳白色で時間の経過とともに緑色、

淡黄色、淡褐色へと変化する。

若令幼虫は緑色で越冬前飼育では3令から4令で褐

色となり翌春再び緑色となる終令幼虫は2anm程に達し

蝿は緑色で細長く体長1罰､暇になる。

飼育例であるが、卵期約10日、幼虫期約11カ月、踊

期14日であった。

ヒメヒカゲ(CoenonymphaOedippuo)は日本では本

州の特産で、群馬県、長野県から山口県まで分布が知

られている。

とくに播磨地方は古くからヒメヒカゲの産地として

知られ報告されている。

1975年に五十嵐英二氏1)が西宮市仁川五ケ池附近の

ヒメヒカゲの裏面卿犬紋について｢昆虫と自然｣に発表

され、 また岡山県においても1980年に長谷川寿一氏2）

が｢ゆらぎあNQ3」に同様の資料を発表された。

この二点の資料から感ずることがあり今回播磨地方

を中心として加西市と相生市の調査を思いたった。

最近の採集品及び観察個体(マーキングのみ)と相生

市の個体については花岡正、広畑政己、八木弘の諸氏
に資料の協力をいただいた。厚くお礼申し上げる。

2． 分布と生息地概況

兵庫県におけるヒメヒカゲは、播磨地方では姫路市、

明石市、相生市§加古川市、赤穂市、西脇市、小野市、

加西市、志方町、上郡町、佐用町などに、他では、峯

山高原、砥峯高原、段が峯、千ゲ峯、篠ケ峯、粟鹿峯、

東山高原などの草原湿地や、西宮市、武田尾の東谷、

神戸市などの六甲山地に知られている。 しかし、最近

の土地開発にわざわいされ姿を消していく産地も多い。

発生地は山地(500m～800m)においては明るい草原

湿地に産し、同じ時期、ウスイロヒョウモンモドキも

生息している。地表面には水ゴケ、コモウセンゴケ、

トキ草など目につき、ハッチョトンボも生息している。

平地(50m～100m)においては池の周辺の湿地や低

山地の川ぞいの湿地に産し、雨の少ない時期には乾燥

した草原になることが多い。今回の加西市の現地も池

の周辺で比較的乾燥した広大な草原で最盛期には何百

頭かが群れ飛んでいる。

4． 成虫の斑紋変異について

資料1， 2， 3，4と写真により図1の通り眠状紋を有

する特徴が比較出来た。

すなわち資料1（西宮市)によると＄の前翅の眠状紋

が0紋の個体は38％、 1紋26％、 2紋34％、 4紋2％

となる。旱では前翅2紋の個体は6％、 3紋88％、 4

紋6％となる。

同様に資料2，3，4により図1で分る通り＄早共に兵

庫県西宮市、加西市、相生市、岡山県中和村別所へと

個体の変化が幅広く現われるなかで連続的な変異をも

っていることがわかる。

すなわち、眼状紋の変化から見れば東から西へ移動

するにあたりより多くの眼状紋を有する特徴があるこ

とがわかる。

裏面の色は一部例外もあるが、加西市においては＄

旱共に明るい色調で、峯山高原、姫路市、相生市など

に産する個体では＄は色力鴨い。

3． 発生時期と生態、食草

年1回の発生で、姫路市や加西市、相生市等の低い

産地では5月下旬から6月下旬までで6月中旬前後が
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トンボ科
相坂耕作

西播の蜻蛉(Ⅱ）

揖保郡太子町檀特山1早19 8－Ⅶ-1973col・菅原

竜野市竜野町 1早18－Ⅶ-1966col・相坂

はじめに

兵庫県の南西部に位置する西播地方は千種川・揖保

川・夢前川・市川など大きな河川が流れ、 また東播地

ほど多くはないが溜池なども適当にあり、蜻蛉の良い

生息地となっている。

筆者は｢てんとうむしNn7」で西播の蜻蛉(I)とし
てアカトンポ属を記したが、今回はアカトンボ属を除

く他のトンボ科の採集例を筆者自身が採集したものを

主に、手持ちのデーターで補足し、最後にアカトンボ

属を含めてのトンボ科リストを作ってみた。

一○シオカラトンボ

OrthetrumalbistyumspeciosumUHLER

当西播地でもテネラル時及び字は、俗にムギワラト

ンボと称され、全体的に黄褐色をしている。また、 ＄

でも腹部の白粉が少なく、やや早のムギワラトンポ色

に近い色採のものもあり変異が多い。逆に旱でもシオ

カラ色のものも時には採集される。西播地の各地どこ

にでも普通で見られ、 4月頃から10月頃までみられる。

採集例

竜野市竜野町北竜野 1327－Ⅵ-1966 col・相坂

竜野市竜野町的場山 1320－Ⅵ-1967col・相坂

姫路市飾磨区羽化 234－Ⅷ-1967col・相坂

姫路市飾磨区入船町 1旱1－Ⅸ-1972col.相坂

竜野市揖西町小犬丸 1＄10－Ⅸ-1975col.相坂

姫路市青山桜山ダム231早9－Ⅸ-1975 col・相坂

揖保郡御津町碇岩 131旱5－Ⅸ一1976col.相坂

揖保郡御津町黒崎 132旱13－Ⅷ-1976col・相坂

赤穂郡上郡町富満 1早13－Ⅷ一1976 col.相坂

姫路市書写山 1旱1－Ⅷ-1976col.相坂

姫路市林田町奥佐見1＄2早25－Ⅶ-1976col.相坂

姫路市藤の木山 1910-V-1981 col.相坂

姫路市広畑区才 1旱23－Ⅳ-1979col・大前

姫路市広畑区上蒲田 1早29－Ⅳ-1979col・大前

飾磨郡夢前町氷室池 3fl3-V-1979col.大前

姫路市広峰山 1旱21－Ⅷ-1976col.相坂

○シオヤトンボ

OrthetrumjaponicumjaponicomUHLER

本種もシオカラトンボとよく似て、テネラルな個体

及び早はムギワラトンボ型の色採となり、ハラビロト

ンポにも似ている。西播地では4月下旬から出現し、

6月下旬には姿を消す。

採集例

佐用郡南光町船越 1旱3－Ⅵ-1967 col・相坂

佐用郡南光町船越 13 5-V-1969col.相坂

佐用郡久崎町秋里 1芋2－V-1971 col.相坂

佐用郡久崎町秋里 1330-V-1971 col.相坂

西播地方概念図

○ハラビロトンボLyriothemispachygastraSELYS

比較的西播路では多くみられるが、 7月も過ぎると

少なくなる。

採集例

相生市三濃山 1旱20－Ⅵ-1974col・相坂

揖保郡御津町碇岩 1320-V-1973col・相坂

姫路市広畑区才 1319－Ⅵ-1977 col・大野

姫路市広畑区下河原 1芋4－Ⅶ-1979col.松尾
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赤穂郡上郡町大杉野

赤穂郡上郡町富満

神崎郡大河内町砥峰

相生市矢野町瓜生

相生市三濃山

揖保郡御津町碇岩

揖保郡御津町碇岩

竜野市竜野町北竜野

神崎郡大河内町峰山

佐用郡佐用町若州

姫路市山田町藤の木

1旱

1旱

′ 18

131芋

1＄

1＄

1芋

1旱

1旱

131早

131旱
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３
３
３
３
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３
３
６
７
１

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｖ
Ｖ
Ⅵ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅵ
Ｖ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ

’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一

釦
５
３
３
５
釦
〃
５
別
吃
皿

坂
坂
坂
坂
坂
坂
坂
坂
坂
坂
坂

目
目
目
目
目
目
目
目
目
目
目

＃
＃
ネ
ヰ
下
＃
＃
才
ｆ
＃
＃

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ロ
日
日
＆
毛
日
日
▲
○
日
日
４
ロ
日
日
＆
勺
日
日
△
己
日
日
４
■
■
■
且
○
日
日
＆
①
日
日
＆
で
日
日
凸
ロ
日
日
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

LibellulaquadrimaculataasahinaiSCHMIDT

ベッコウトンボに似た感じの種である。前種に比べ

ると、西播地でも得られるが、東播地方程も多くはな

IAo .

採集例

揖保郡御津町黒崎 1915－Ⅵ-1980col・三木

揖保郡御津町黒崎 3317－Ⅵ-1979col・三木

相生市矢野町 1916-V-1981 col・米村

○ハッチョウトンボNannophyapygmaeaRAMBUR

我国で、 もっとも小さい赤い色のトンボで、美しく

かれんな感じのするトンボで、西播路の各地にて採集

されるが、発生地は局部的で、コモウセンゴケやミズ

ゴケの生えた、湿ったじゅるい地に発生し、飛ぶのも

低く、飛ぶ時間もみじかい。発生は青野ケ原方面では

5月中旬で関宮町の山地では8月中旬にも発生してい

る。西播磨地方では6，7月頃が一番多いようである。

採集例

宍粟郡波賀町東山 多数4－Ⅶ-1976col.相坂

宍粟郡波賀町上野 1323－Ⅶ-1977col.尾崎

宍粟郡千種町タカノス2＄1早21－Ⅵ-1981 col.花岡

その他の産地として宍粟郡千種町西河内及び別所、

佐用郡南光町船越、姫路市林田町摺鉢谷、書写、相生

市若狭野、飾磨郡男鹿島、揖保郡太子町、宍粟郡波賀

町阿舎利、神崎郡大河内町砥峰など西播地方各地に生

息地はあるが、近年のはげしい開発などにより、湿原

が埋められたり、湿地が乾燥したりして､生息地は減

少しつつあると思われる。

○オオシオカラトンボ

OrthetrumtriangularemelaniaSELYS

色彩が最も濃厚であり、体の頑丈な感じのするトン

ボで、 シオカラトンボ型の色彩をもっている。特に＄

は成熟すれば黒っぽくなり､､西播磨では平地から、か

なり高い山地にかけて比較的普通に見られるが、 シオ

カラトンボに比べて山地での記録が多い。盛夏に一番

多く発生する。

採集例

竜野市竜野町的場山 1820－Ⅶ-1965col.相坂

竜野市竜野町的場山 1字30－Ⅵ-1967col.相坂

竜野市揖西町 23 1－Ⅶ-1973col・相坂

宍粟郡波賀町引原 1＄19－Ⅷ-1973col・相坂

艤蕪鵜蕊職蓑驚

蕊≦
○ショウジョウトンポ

CrocothemisserviliaDRURY

日本のトンボ中もっとも赤く、美しいこのトンボは

西播磨地方の各地に普通に分布し、 4月～10月に発生

している。

採集例

姫路市南畝町 1310－Ⅶ-1969col.相坂

姫路市飾磨区入船町 多数3－Ⅷ一1972col・相坂

竜野市揖西町 23 1－Ⅶ-1973col・相坂

揖保郡御津剛淀岩 1921－Ⅵ-1973col.相坂

揖保郡御津町黒崎 131旱14－Ⅷ-1976col.菅原

姫路市林田町奥佐見 2925－Ⅶ-1976col.菅原

佐用郡佐用町若州 1早12－Ⅵ-1976col・相坂

に
く
い
録
た
さ
播
。

沼
‐
広
て
記
し
集
東
い

池
り
し
は
滅
採
も
な

Ｓ
い
な
産
に
絶
年
者
は

Ⅳ
多
か
多
磨
は
近
筆
例

Ｅ
の
、
は
播
で
で
。
集

Ｓ
草
は
に
西
在
面
い
採

皿
水
に
町
。
現
方
な
の

Ⅲ
、
等
旬
る
、
野
ら
で

ま
で
池
福
あ
が
竜
判
方

諏
類
溜
市
つ
る
、
は
地

胞
種
の
野
つ
い
て
と
磨

伽
い
磨
小
し
て
し
こ
播

比
し
播
、
少
っ
と
い
西

ｕ
艤
鰊
噸
椒
峨
蝉
訊
斌

ボ
し
種
野
ま
関
る
、
る

ン
を
の
青
、
横
れ
が
い

ト
色
こ
に
は
市
ら
く
て

ウ
ウ
・
特
近
路
え
聞
得

コ
コ
る
、
最
姫
考
も
は

シ
シ
す
れ
、
て
と
と
で

べ
べ
生
ら
が
し
の
た
方
！

○コフキトンボDeieliaphaonSELYS

各地に普通に見られるトンボなのだが、西播磨の各

地には、 さほど多くはないと思われる。 しかし発生地、ヨツボシトンボ
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でくるという。季節風にのって飛ん

採集例

姫路市山田町牧野

揖保郡揖保川町大門

揖保郡御津町碇岩

姫路市飾磨区入船町

姫路市林田町奥佐見

姫路市耆写山

揖保郡御津町黒崎

では多産する。

採集例

揖保郡御津町碇岩

姫路市広畑区北野M1]

姫路市勝原区丁池

札|生市那波野

相坂

相坂

相坂

相坂

菅原

菅原

相坂

1$

13

18

1早

1$W

18

1旱

■

１
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１
Ｌ
１
１
１
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‐
Ｌ
‐
１

０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

４
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６
６
６

６
７
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７
７
７
７

９
９
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１
１
１
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１
１

Ⅷ
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Ⅵ
Ｘ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ

Ｅ
３
訓
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弱
１
８

坂
本
野
村

相
柳
坂
米

多数

1旱

1＄

13

３
９
９
１

７
７
７
８

９
９
９
９

１
１
１
１

Ⅵ
Ⅵ
Ⅶ
Ｖ

１
７
０
２

２
２
３
２

col.

col.

col.

col.

○ゴシアキトンボ

PseudOthemis zonataBURMEISTER

この種は腹部第3， 4節が白色で、飛翔中でも一見

してもすぐ判る。西播磨地方では5月～10月頃まで見

られ、各地に普通である。

採集例

姫路市・姫路城 1928-V-1964col.相坂

揖保郡御津町碇岩 29 17－Ⅷ－1972 col・相坂

竜野市揖西町 1旱 1－Ⅶ一1973 col.相坂

揖保郡御津町黒崎 18 14－Ⅷ-1976coI・相坂

揖保郡太子町砿特山 13 8－Ⅶ一1973 col・菅原

姫路市林田町奥佐見 13 16－Ⅷ-1974col.相坂

神崎郡福崎町長野池 l早 7－Ⅷ－1976col.相坂

○ハネビロトンボTrameavirginiaRAMBUR

本種は東播地方にて青野ケ原で産しているが、西播

地方では、筆者が採集した1例のみである。熱帯系の

種類で、西播地では定着しているかどうかも不明で、

今の所偶産種と考えられる。 しかし青野ケ原は確実に

定着しており、 この種も近いうち定着する可能性は充

分にあると思われる。この’例も採集日前などには台

風もなく疑問であり、今後の採集例等を期待したい。

採集例

揖保郡御津町新舞子 1326－Ⅶ－1975 col・相坂

蓄
一耗鋳辮晶鱈:

○チョウトンボRhyothemis fuliginosaSELYS

本種の特徴は、黒いチョウが上ラヒラと飛んでいる

ように見え、 また数匹でむらがっている事が多い。黒

くて広い形の翅を持っている。翅の黒い部分は金属光

沢をして青緑色に光る。翅の黒色部は個体変化が多く

集めてみると面向い。西播路では各地に普通であり、

特に御津町には多産している。

採集例

姫路市岡町(景福寺山） 13 13－Ⅶ-1967 col.相坂

揖保郡御津町碇岩 多数14－Ⅷ-1972 col・相坂

揖保郡御津町黒崎 多数15-Ⅷ－1972 col・相坂

相生市矢野町 13 14－Ⅲ-1976 col.菅原

姫路市林田町奥佐見 2＄25－Ⅶ-1976 co1.菅原

姫路市広畑区才 l早9－Ⅵ一1979 col.大前

姫路市青山桜峠 1旱10 Ⅵ-1979 coI・大前

‘ ‘ 4…需壼…一.鷲

ハネビロトンボ 3 26－Ⅶ-1975 col・相坂耕作

藩:.:篭 , 犠齢

熱独

蕊- ¥
母醗,○ウスバキトンボ

PantalaflavescensFABRICIUS

トンボの中ではもっとも分布範囲の広いもので、世

界中に分布している。西播地方でも水田、溝川、プー

ルなどでも発生しているようである。本種は盛夏に最

も多く、姫路地方の沿岸部では盆トンボという名前で

呼ばれ、 また市内では単にアカトンボなどと呼ばれて

おり、誰でもこのトンボとシオカラトンボは判るよう

である。 しかし本種は冬期に絶滅し南方の温暖地から

鞆
．
．
》
蝿
幾
》
到
謝

嬢謝繰蝿

蕊
灘

;､‐

タイリクアキアカネ$ 28-X-1976col.相坂耕作
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一

兵庫県産蝶類に関する文献目録

高橋寿郎

はじめに：兵庫県産蝶類に関する文献に就いては'9
58年までのものは白水博士の‘‘日本産蝶類分布表”の
中に収録され之には注書きが多少ついている。1978年
には高田忠彦・井敏晴両氏がそれ迄の文献について
まとめられた(MDKNEWS,Vol､29,No29,1978)こ
れ等によって県産蝶類の文献は一応まとめられている
ことになる。

筆者も蝶が好きで県下の甲虫相調査に取り組むと同
時'二蝶類に就いても出来るだけ注意するようにつとめ
てきた。そして文献類に就いても出来るだけ蒐集若く
は眼を通すことに努力をかさねて来た。その結果上記
2報文に収録されていない文献も若干あるし、上記報
文以後の文献も当然可成りの数になる。そこで現時点
で_応わかっているものを全部まとめたものを発表し
ておき度いとかねがね考えていた。たまたま本会の広
畑政己､木村三郎御両氏の御理解を得ることが出来､
この報文が日の目を見ることが出来たことは大変うれ
しい次第でこの機会を与えて下さった御両人に厚く御
礼を申しあげさせて頂きたいo
た､筆者は飽<迄も蝶に関して専門ではなくこの様
な文献目録を発表するのには不向きで他にもっと適任
者がいらっしやるわけでその点からすれば不遜の譲り
を免れないわけであるが誰かがやらなければと云う意
味で敢て発表させて頂いた。山本広一氏に御伺いする
と古い“昆虫世界”の雑報欄あたりにしても県関係の
報文がある由御聞きしている。その意味からすればま
雄だ多くの脱落したものがあるように思はれる。御
気付の点御教示御叱正頂くことが出来れば幸である。
そして出来るだけ完全なものに近づける努力をつづけ

（139）：187．

4．樽谷明吉(1901)．兵庫県六甲山の南御影地方に産

する蝶類、動物学雑誌、13(147）

：29－31．

5．福田卓(1901).本年8,9月ﾉ蝶類。博物之友､1

(4)：15．

6．樽谷明吉(1902).六甲山の南御影地方に産する蝶

類の追加報告、動物学雑誌、14(1

62）：155～156.

7．福田〔卓〕（1902)．きまだらるりつばめノ産地。博

物之友､2(14:22.

8．福田〔卓〕（1902).ほそはねせせり、博物之友､2(14）
：22．

9．福田〔卓〕（1902).本年八九月姫路付近ノ蝶、博物

之友、2(14)：22．

10.福田〔卓](1903).蝶四種、博物之友、3(19:32.

11.高野鷹蔵(1906).余力蔵する本邦産蝶類標本、博
物之友、6(33：147-148.

12．佐武〔正一〕（1906）神戸産の蝶、博物之友､6“：
278-279.

13．佐武正-(1906).但馬丹後紀行、博物之友、664
：244-248.

14．井口宗平（1906).昆虫雑観(四)、昆虫世界、10(10:

424-426.

15．井口宗平(1907).兵庫県佐用郡産蝶類目録、昆虫

世界、11(9)：418-420.

16.井口宗平(1908).日光白蝶西播に産す、博物之友

8(53：185．

17.井口宗平(1910).西播の蝶類、博物之友、10(75):

121-122.

18．無名〔小林賢三〕（1925).六甲山麓にギフテフ、昆

虫世界、29(6)：125．

19．渡正監(1929)．日本の高山蝶、山岳（日本山岳

会)、32(2)：192-217.

20．戸沢信義（1929).蝶採集ところどころ、Zephyr
us,1(1):178-180.

21.小林賢三(1929).メスシロキテフ兵庫県にて採集

さる、Zephyrus,1(4):180.

22．山田舜亮（1930).鷹取山麓の四月の蝶数題、Ze

phyruS,2(2):97-99.
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文献目録

l.Seitz,A.(1892)､EineentomologischeExcurs_
ionindieUmgebungvon

｡

Hiogo.Jahrb・NassauVer.･

Naturk,45:51-61.

2．大上宇一（1900).播磨昆虫雑記、昆虫世界、4(1)
：17－19．

3．大上宇-(1900).播磨蝶類報、動物学雑誌、X11

｜

’
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43．安立綱光(1935).採集地便覧、関西地方、昆虫採
集便覧、日本昆虫図鑑付録、70
P．(P､51).

44．北村達明（1935).須磨付近の蝶相、訂正、昆虫界
3@1):531.

45．戸沢〔信義〕（1935).甲東園のオオミドリシジミの
最初の出現日、関西昆虫雑誌、
3(1)：33.

46．堀島濤平（1935).二本松附近の蝶類目録、Natu
re(神戸二中博物研究会々誌）
I:14-19.

47．延原肇（1936).兵庫県三木町付近の蝶、Insec
ta(少年昆虫研究会)、1(1):
10－13.1(2):13-15.

48．吉阪和親（1936),灘中学付近の蝶類、Naturai(
灘中博物研究部)、(5)：27－30
(6)：26-27.

49．北村達明（1937).兵庫県出石郡神美村で採集した
蝶とコガネムシ、昆虫界、5M3）
：634-636.

50．笠原辰男(1937).メスグロヘウモンの一異常型、
Zephyrus,7(2/3):136-137

51．荒井孝(1937).大阪付近の昆虫、虫の世界、l
(11/12):80.

52．浅野昌隆（1938).大阪及び神戸を中心とせる摂津
及び河内の蝶類、兵庫県中等教
育博物学雑誌、Ⅱ：15-24.

53．植村利夫（1938).淡路島及び鳴門公園の昆虫、昆
虫界、6":159-163.

54．加藤正世（1938).西宮市で採れたスヂグロカバマ
ダラ、昆虫界、6M8):219.

55．高橋寿郎（1938).神戸産蝶類目録、虫の世界、2
(2)：47.

56．横山光夫（1938).環境とFamily.昆虫の大阪､昆
虫界、6(54)：641-652.

57．沢野芳介(1938).支部採集記（昆虫趣味の会神戸
支部)､昆虫界､6(55)：757-758.

58．谷口和義（1938).神戸産蝶類雑記(1)、昆虫界、6

(55):761-762.

59．実川佐太郎（1938).岡本（六甲山麓）の蝶、大阪

府立北野中学校博物同好会々報

(1)：1－5

60.延原肇(1938).三木産夜蛾目録その他、兵庫県

博物学会誌、(10:119-121.

61．高橋寿郎（1939).水害後の採集品、虫の世界、2

(11/12):223-224.

23．小林賢三（1930)．ダイセンシジミの新産地について、

Zephyrus,2(3):184-185.

24．山田舜亮（1930).鷹取山麓五月の蝶、Zephyrus,

2(3):190-191.

25．山田舜亮（1930).鷹取山六月の蝶二・三、Zeph_

yruS,2(3):191;

26．桝田長（1930).南日本沿岸の蝶、Zephyrus,2

(4)：261-263.

27.Tosawa,N.(1930).Ontwonewexamplesof

aberrantformofPapiliosa

rpedonLinnaeus.Trans.

KansaiEnt.SoC．(1):1-2,

1p1.

28．小林賢三（1930).六甲山の蝶相、関西昆虫学会々

報、(1)：69－73．

29．安立綱光（1931).春から初夏への採集案内、虫（

東京)、3(1):20-27.

30.KobayaShi,K.(1931).OnTwoNewAberrant

FormsofPapilionidae.Tra-

ns.KansaiEnt.Soc.(2):1-

4．p1.1.

31．江崎悌三(1931).誰が箕面で始めて採集したか？

関西昆虫学会々 報、(2)：114－

124．

32．戸沢信義（1931)．ウラキンシジミ、関西昆虫学会

報々、(2)：137.

33．小林賢三（1931)．ウラジロシジミ、関西昆虫学会

報々、(2)：137.

34．山田舜亮（1932)．ウラキンシジミの新産地に就い

て、Zephyrus,(4):68-70.

35．山本茂信（1932).再びキマダラルリツバメに就い

て、Zephyrus,4(4):265-267.

36．川原忠雄(1933)ヒメルゼミの新産地、昆虫世界

37(11):392-393.

37．平山修次郎(1933).原色千種昆虫図譜､(二省堂）

38．赤井順孝（1934).甲子園付近の蝶類目録、昆虫界

2(7)：121-122.

39．広瀬高三（1934).京阪神地方の蝶相、東京農大昆

虫部々 報、3(1)：11-21.

40．山田舜亮(1934).ギフチヨウの採集、Zephyrus,

5(4)：335.

41．竹中眞一（1935).下畑よりの昆虫十二種、昆虫界

3(13):98-100.

42．北村達明（1935).須磨付近の蝶類、昆虫界、3(7)
：323－325．
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戸博物同好会（1939).布引～摩耶ハイキングコ
ースと昆虫採集、博物趣味、

1(2):3-4.1(3):3-5.

谷正司(1939).昆虫箱の中から､兵庫県博物学
会々報、（11：39-41．

橋忠重(1939).但馬昆虫採集記、兵庫県博物学

会々 誌、（13：60．

田寛（1939)．ダイセンシジミ神戸再度山に多

産す、昆虫界、7W0)：786．

中靖也（1939).昆虫採集、宝庫之鍵。Nature,
Ⅸ：1－22．

62．神 (11/12):185.

83．田中龍三(1943).蝶の異常型に就て、Zephyrus,
9(3):182-187.

84．山本敬(1946).所謂甲東村の方言について、昆
虫科学、4(16)：61-64.

85．吉阪道夫（1947).阪神地方に産する生活史（未記
録の蝶類について）、MDK-

NEWS,1(1):11-13.

86．小林平一（1947).姫路付近蝶類雑報、昆虫科学、
5(4):117-119.

87．戸沢信義（1948).昆虫を探る箕面・能勢、京阪神
叢書、9，宝書房、文庫版、216
P、2map.

88．吉阪道雄（1948).六甲付近の蝶数種、採集と観察，
(19):49.

89．吉阪道雄(1948).ミスジチョウを我が庭(御影町）

で採集する。MDKNEWS,1
(2)：14.

90．法西定雄（1949).私の好きな採集地、MDKNE

WS,2(7/8):44.

91．法西定雄（1949).ホシミスジの一知見、MDK

NEWS,2(9/10):45.

92．紫踊〔法西定雄〕（1949）ギフチョウ京阪神採集地

案内、MDKNEWS,2(4):25

93．山本広-(1949).加東郡下のギフチョウについて、

Viola(兵庫県生物学会小野支

部報)、1(2)：7－9．

94．樋口繁一、橋本一広､山田重次､(1949).有馬郡生

物誌、R124-126．兵庫県立有

馬高等学校普通科生物教室刊、

95．紫内俊次・中畔史雄(1950).神戸虫便り、札幌昆

虫同好会々 報、2(1)：3－15．

96．中畔史雄（1950).神戸近郊に於けるシルビアシジ

ミの二新産地、採集と観察、（27）

：12．

97．今本哲男(1950).ルーミスシジミの多産地、Am

ateurEntomology,(1):9.

98．吉阪道雄（1950).兵庫のアゲハチョウ、観察、3

(3):1-4.

99．新村太朗(1950).ギフチョウとヒメギフチョウ、
新昆虫、3(3)：2－8．

100.甚田龍太郎・法西定雄(1950).モンシロチョウの

l崎型について、新昆虫、3(2)
：28-29.

101．江崎悌三．内田一（1950)．日本昆虫図鑑、改訂
版（北隆館）
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（其の一)、昆虫界、8W5):365

－367．

68．清田輝夫（1940).雑報三件、昆虫界、8W6)：428.

69．加地早苗（1940).最近の六甲連山の蝶類目録、昆

虫界、8(71:442-452.

70.高橋寿郎(1940).神有沿線昆虫相の一端、昆虫世

界、44(8)：235-239.

71．加地早苗（1940).阪神地方Zephyrus属史、虫の

世界、3(9/10):166-169.

72.加地早苗(1940).ミヤマカラスアゲハ妙見山に産

す、虫の世界、3(11/12):211.

73．高橋寿郎(1941)､神戸産数種の蝶類に就いて、昆

虫世界、4副1)：28-29.

74．高橋寿郎（1941).神有沿線昆虫相一端、昆虫世界、

4副2)：47－51．4日3)：81－84．

4副4)：113-116.

75．小林桂助(1941).ダイセンシジミとウラキンシジ

ミの多産地、ZephyruS,9(1)

：3．

76．増田寛（1941).寸報、昆虫界、9(83：397-398.

77．高橋寿郎（1941).神戸烏原貯水池付近産蝶類目録

（其の二)、昆虫界、9(88)：398

－399．

78｡成富安信（1941),蝶類雑記、Zephyrus,9(2):

112-116.

79．山田敬太(1941).一中付近の昆虫、兵庫県立第一

神戸中学校報国団文化部博物学

会刊、蝶之部PP.1-6.

80.柴谷篤弘(1942).日本産イチモンジテフとアサマ

イチモンジに関する知見、虫の

世界、4(9/10）：143-150.

81．無名〔田中保〕(1942).キベリタテハ六甲に産す、

昆虫世界、4311):349.

82．小南一三（1943)．アサギマダラ、虫の世界、4
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(8)：7－12．102．井口宗平（1950).佐用郡産蝶類及び天蛾類の採集

栞兵庫生物、1V:49-51.

103．越智研一郎(1951)蝶の生活史を調べよう、Natur

a,VI:20-24.

104．山本広一（1951).県下に於ける蝶類の採集地につ
，いて(1)．兵庫生物、1(5)：90－

93.

105．西村公夫（1951).ホシチャバネセセリの新産地、

蝶と蛾、2(2)：12.

106．西村公夫（1951).関西のシータテハ、蝶と蛾、2

(2)：12.

107．西村公夫（1951).スジグロチャバネセセリの産卵

習性、蝶と蛾、2(4)：29．

108．江崎悌三、白水隆(1951).日本の蝶、新昆虫、4
(9)、臨時増刊、117P.

109．甚田竜太郎(1951)篠山だより（岡野村産蝶類目録）
MDKNEWS,4(4):4

110．甚田竜太郎(1951)蝶の交尾飛翔について、MDK

NEWS,14(4):7.

111．西村公夫(1951).中国昆虫誌〔兵庫県神崎郡長谷

村〕栃原谷、Entomiclnvestig-

ation(中国昆中学会）、1(2)

：1－10．

112．松浦役児、吉阪道雄(1951).御影町付近産蝶類目
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1

収録文献は一応1982年9月の時点で発行されている

ものまでとしたが脱落、追加の文献も多く出てくると

考えられる、之等は時機を見てまとめて追補してゆき

たいと思っている。尚各文献に就いての簡単な説明

は今回は余り長くなるので一切省略させて頂いた。

(0ct.1982)
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